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〔罪85哲9、期

メッシュデータ総合管理システム

　　　　　　　　　　作成と利用法

（GEM）の

織　田　健次郎＊・三　輪　容太郎＊

（1986年11月1日受理〉

　メッシュデータの有用性は，データをその位置情報と併用して用いることのできる点に

ある。環境科学の分野で利用価値の高い種々の情報を整備している国土数値情報の利用を

念頭において，メッシュデータを統一的に管理するシステムを作成した。

　本システムは，7種類のサイズのメッシュデータを対象とする。これらは，一旦，標準

形式のファイルに変換された後に，様々なデータ利用に供されることになる。また，デー

タの登録，統合，検索といったデータベースとしての機能も有しており，登録により各種

メッシ丘レベルのデータを一元的に1つのファイルに収納すること，統合により原データ

を粗いメッシュレベルヘ組み換えること，検索により対象地域のみに関する新たなデータ

ファイルを作出すること等が行える。

　これらの機能を有効に用いることによって，既存のデータや新たに作成したデータを包

含した効率的な利用をはかることができる。
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1　はじめに

　農業環境研究においては対象地域を定め，目的に応じ

て自然的条件，社会的条件にかかわる既存のデータを収

集し，新たな調査によりデータを加え，適切な手法で解

析し，当該地域における現状の把握や，将来予測を行う

のが標準的な手順である。対象地域の範囲としては，広

くはわが国全体の場合もあり，ケーススタディなどでは，

市町村あるいはそれ以下の範囲という場合もある。また，

いくつかのケーススタディから出発し，更に広い地域に

関する結論を導くことも試みられる。

　このような場合

　（1）対象地域に関する既存のデータを位置と対応した

数値情報として入手すること

　（2〉新たな調査結果を調査地点ごとに地図に書き込む

こと

　（3〉既存のデータを必要に応じ整理し，新たな調査結

果との関連性の解析，両者に基づく指標的数値の算出な

どの処理を行うこと

　（4）処理結果を新しい位置情報として地図上に書き出

すこと

　（5）様々な調査研究で得たデータを後に既存のデータ

として再利用できるように位置対応を付して蓄積するこ

と

などを体系的に効率よく行う必要がある。

　そのため，地理情報を主体として環境科学の分野で利

用価値の高い種々の情報を全国的に整備している国土数

値情報のデータ，農業環境研究の既応の成果として得ら

れたデータおよび今後の調査研究で得られるデータ等を

指定した地域に関して一元的に整備し，電算機処理によ

る効率的かつ高度な利用を可能にするメッシュデータ総

合管理システムGEMを開発した。

　本システムの骨格は経緯度法に基づくメッシュデータ

を登録し，検索，メッシュの統合などを実行するソフト

ウェアを体系化したものである。国土数値情報等の原デ

ータのファイルは通常，膨大であり，またメッシュレベ

ルが異なることもあり，ソフトウェアの設計も繁雑なも

のになりかねないが，本システムは先に述べた農業環境

研究の標準的な手順にそって，可能な限り単純な構造を

もつデータベースを複雑な技巧を労することなく整備，

利用することを主眼として設計されている。

　記述にあたっては，本システムの利用者が広汎にわた

ることを考慮し，国土数値情報の概要，メッシュ体系の

概要などの基礎的知識に関する記載にかなりの紙幅を費

した。また，利用の手引き書として随時，必要部分のみ

を参照する読み方にそなえ，記述の細分化をはかるとと

もに重要な記述の関連章節における重複をあえて避けな

かった。本システムを構成するソフトウェア（T5096010，

T5096HYO，T5096CNV，T5096ADD，　T5096SRT，

T5096SUMおよびT5046RTVのプログラムリストは

巻末に付録一2として一括掲載した〉は汎用的なものであ

るが，具体的利用例を示すため，IV章では当所保有のリ

モートセンシング解析装置（富士通FACOM　M－310）を

使用した場合の実例を紹介した。

IIシステムの概説

　1．メッシュ体系の設定

　（1〉国土数値情報の概要とそのメッシュ体系

　全国的に整備されたメッシュデータで環境科学に有用

なものとして国土数値情報がある。現在のところ，その

利用者は，国，地方公共団体，大学等の公的な機関や団

体に限られているが，付録一1に示すように地理情報を中

心に豊富なデータが整備されており，農業環境研究関係

者にとって入手しやすく，かつ有力な武器となる基礎的

情報の筆頭にあげられるものである。参考のため，その

申請書の記載例も付録一1に併せ示した。

　これらのデータファイルは経緯度法と呼ばれるメッシ

ュ体系にのっとっている。この体系では図一1に示すよう

に，まず地域を一定の経線と緯線で分割し，経度差1度，

緯度差40分の区画を第1次メッシュと定める。個々のメ

ッシュセル（以下セルと略す）はそれぞれ20万分の1の

地勢図の区画に相当する大きさであり，わが国の中央付

近では約80km×80kmの面積に相当している。以降は

この1次メッシュを順次細分化し，2次メッシュ（約10

km×10km），3次メッシュ（約1km×1km）を定め，

位置を指定する方式をとる。さらに3次メッシュを基本

単位（基準地域メッシュ）とし，必要に応じてこれを分

割，あるいは統合してそれぞれ分割メッシュまたは統合

メッシュを設定するものである。分割メッシュには図一2

に示すような1／2細分メッシュ，1／4細分メッシュ，1／8細

分メッシュと1／10細分メッシュがあり，それぞれ3次メ

ッシュの各辺の1／2，1／4，1／8，1／10を辺とする矩形を単
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（1）第1次地域区画（第1次メツシュ）

　　20万分の1地勢図の区画に帽当する大きさ

　経度差1度，纏度差40分で区画　日本中央付近約80KmX801㎞

　　第1次メッシュコード＜4桁＞

　　　Q最初の2桁　メプシ轟の耐西端の点の緯度×1．5

　　　0次の2桁　　メプシュの南西端の点の経度一100

380

37Q204

36040一

36。

35020’
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｝　　　　1　　　　　　　　　　’1器隔2。×一一駄404（約80km》
　　　　3

137σ　　138一，　　131βリ　　1400

　　　しリヂロ　ノ
　間隔巳。（約8〔，k“の

コートは，例えばAのメッシ｝では5438となる0

54　　　　38

L二盟艘繍織．、，倍、

⑫）第2次地域区画（第2次メッシ5）

　第1次地域区画を縦満8竿分したもの，2万5千分の1地形図の区画に相当する大きさ

　経度差7分30秒，枷暖趨5分の範囲，約10㎞×10㎞

　第2次．メッシュコード＜6桁＞

　　0～7までの数字を川い，左下すみのメッシュを00，’右上すみのメジシ呂を77とし，

　その間を0～7までの数字の組み合せで位臓を表わす。第1次メッシュ＝一ドと連記する。

　　13800’
36σ40，　　　　　　　　　7－30ρ
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13goO’

70 77
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星
0

40

30

20 B
皇0
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60α 0　　　　童　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7

コードは，例えば
　　　Bのメッシュでは543823となる。
　5438－23
5一　φ　　6

　1　第2次地域区画の
　　　　　　　コード
　第1次地域区画の
　　　　　コード

』り

（3）第3次地域区画（第3次メツシニ〉＝基準地域メグシュ　　　，

　第2次地域区画を縦横10等分したもの，約1平方㎞の区画に相当する大きさ

　径度差45秒，緯度差30秒の範囲，約1㎞×1㎞

　第3次メッシュコード＜8桁＞

　　0～9までp数字を用い，左下すみのメグシュを00，右上すみのメッシ5を99とし，

　　その間を0～9までの数字の組み合せで位置を表わし，第2次メヅシュコードと連記する。

量38。22’30ρ　45ρ
36015’

5’

36010’

138030’
5’
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4
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皇
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c

0’
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　コードは，例えばCのメンシ轟では
　　　　　　　　　54382323となる0
　5438－23－23

3・・1煉欲地域区画のコ岬
　1　第2次地域区画のコード
　第星次地域区画のコード

7’30ρ

図一1 経緯度法のメッシュ体系と基準地域メッシュの設定（文献1）より引用）

国土数値情報では位置を数値化して指定する方法として経緯度法を採用している。地域を一定の経線，緯線で

分割し，順次第1次メッシュ，第2次メッシュ，第3次メッシュと名づける。これらの定義およびメッシュコ

ードの設定法を示す。
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（1）分割メッシュ
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ヱ

百細分メッシュ 3次メッシュを経線方向および緯線方向に8等分する

（2）糸充合メッシュ
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2倍メッシュ 3次メッシュを経線方向およぜ緯線方向に

5倍メッシュ 3次メッシュを経線方向および緯線方向に

！0倍メッシュ 2次メッシュと一致する

図一2　経緯度法の分割メッシュと統合メッシュ（文献1〉より引用〉

　　　（1）に分割メッシュの，（2）に統合メッシュの定義とメッシュコードの設定法を示す。各メッシュについて左下隅

　　　のセルのメッシュコードを示す。AAAA，BB，CCはそれぞれ1次，2次，3次のメッシュレベルにおけるメ
　　　ッシュコードを意味する。

位セルとし，各セルはそれぞれ約500m×500m，約250

m×250m，約125m×125m，約100m×100mの面積に相

当している。

　（2〉GEMの基本メッシュ体系

　このように一般的に流布しているメッシュデータのほ

か，たとえば当研究所環境管理部環境立地研究室によっ

て整備された桜川流域に関する環境要因データのよう

に，いわば1／5細分メッシュ（約200m×200m）を単位セ

ルとするものもあり，研究対象によっては異なる大きさ

のセルを単位とする各種のメッシュデータを取り扱う必

要のあることが予想される。しかし，メッシュ設定の自

由度を増すのに伴ってソフトウェアの設計が飛躍的に繁

雑になることを考慮すれば，国土数値情報等の汎用的な

基礎的情報のメッシュ体系と整合し，かつ想定されるメ

ッシュデータを扱いうる形でメッシュ体系を規定するの

が効率的である。そこで本システムでは比較的小規模な
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　1
墨
l
　
　
　 l

　l　　　o
一　　　一　　　，　　　o　　　－　　　o

　I　　　l
　8　　　1
。一か一一4－

　o　　　l
　l　　　o

曇　　　　1

－9，。▼P一。
o　　　　璽

o　　　o

、。一r一

　lo　6
・　　　　l

O　　　　o

の』一，』
l　　　I

l　　　畢

岬　一〇一一　r

　l

o
　
，
膨
一
・ 一剛　q』一一

I　　　l

o
一 ＿一L。一8
　
魯

　1
　臨　　　8
一一　？　一→陣一

　6　　　1
」＿ユー』＿
　1　　　1

9　　　　9

＿㌧．一⊥一一
I　　　　l

l　　　l
。O。　。　ト　ー

，　　　　o

蟹　　　6
－T’一　一1

蓼　　　o
，　　　o

の　　　一　　　一　　　の　　一

l　　I
蟹　　　o

o
一
瞳 一　，『一　一

l　　　　o

畢
一 一。し一一
8
　●8
　5

一　，　レ　ー　←

　藤　　　曜

　1　　　6
－　　　o　　一　　　，　　　一　　一

　〇　　　1
　5　　　『

1
。
　 。　一魯一』　。9
　
1
瞳
　
5
0
。
　 P一「一一1
　，1

09

08

07

06

05

04

03

02

7次メッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　01
　　00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00

　　　　　00　　01　　02　　03　　　　000102030405・06070809
図一3　メツシュコードの設定
　　　本システムは3次メッシュの分割メッシュとして4種類のメッシュを扱い，それぞれ4次，5次，6次および

　　　7次メッシュと名づける。各メッシュの左辺および下辺にライン方向とカラム方向のメッシュコードをそれぞ

　　　れ2桁の数値で示す。個々のセルに対応するメッシュコードはライン方向とカラム方向のメッシュコードをこ

　　　の順に並べた数値とする。たとえば，4次メッシュの左上隅のセルのメッシュコードは0100である。

　　　なお1次，2次，3次メッシュのメッシュコードは経緯度法のそれに準ずる。

現地を対象とするケーススタディでの利用を重視し，1

次メッシュ，2次メッシュ，3次メッシュ，1／2細分メッ

シュ，1／4細分メッシュ，前述の環境要因データのような

1／5細分メッシュおよび1／10細分メッシュの7種類のメ

ッシュデータを取り扱うこととした。

　また，本システムにおいてはとくに3次メッシュを基

本単位とする必要のないことから，前記の各メッシュの

名称についても1次メッシュから3次メッシュについて

はそのままの呼称を使い，1／2細分メッシュを4次メッシ

ュ，1／4細分メッシュを5次メッシュ，1／5細分メッシュ

を6次メッシュ，1／10細分メッシュを7次メッシュと呼

ぶこととした。また，これらのメッシュレベルにおける

各セルのメッシュコードを統一的に図一3に示すように

定め，基本メッシュ体系とすることとした。
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（1）1／10細分区画土地利用データ（KS－202）

　レコードフォーマヅト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル内容

3次‘ツシ，

・，一ド

土 地 利 用 コ 一 ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9 Io 踊 ：2 13 14 ！5 16 17 18

918） 1ゆ 凶 99 凶 舶 鈴 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99

30 40　　　　　“

19 20 21 22 23 24 25 ％ 27 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

99 99 99 99 99 99 99 99 ρ　99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99

50　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　：90　　　　　　　　　　　200　　　　　　　　　208

（2）標高データ（KS－110－1）

　レコードフォーマット

項．　　　　目 単位 桁融 累損韓融 データ形式 禍　　　　　　　　聾

3次メツシゴコーゼ 8 8 9181

土地利印，一ド 2×K沿 208 99

（注】）

（注2）

2・8（バイト）

　　（注3）

1桁の数字には左に0が入っで、ハるo

土地利隅コード　i二田　2：畑　3二果樹濁　41その他の樹木畑

　　　　　5＝森林　6二荒地　7：建物用地A　8二健物紺地B

　　　　　9：幹線交通用地　 10二その他の嗣地　　11：湖沼

　　　　　星2：河川地A　13＝河川地B　監4こ海浜　玉5二栂水域

3次メッシュ内のデータ順番

　　　　　　　　　　　3次メ7シ鼻
9：　　92　　　　　　＿　　…蔓〕　　100

一2　　　＿
十

ファイル内容

チ
　
　
　
　
　
　
備

資
斜
年
紀

貞，ソ3，一ゼ 標　　　　　　　　　　　　　　　　　　高 項　　　　　目 単位 桁数 累積桁数 データ形式 摘要

1
次
2
次
3
次
1
測
，
層
ド
量

3 ，
冒
ド
3

4 ，
聖
ド
4

5
疋
コ
陛
r
5

6 ，
陛
r
6

7

潮
定
，
1
卜
7

予　　　　備 4 4 Xl41

資料年紀 3 7 999 （注1）

12 メ
ツ
シ
，

1　　次 4 11 9ω

2 2　　次 2 13 99重
ド
2

3　　次 2 15 99

1 贈 4 董9 9141 （注2）

X伸 999 914レ 99 99 9ゆ 9 9④1 9 9伸 9 9｛4｝ 9 9㈲ 9
9⊂4） 9 9（41 9 測定コード1 1 20 9　’ （注3♪

”　　　　　　　4 齢　　　謄5　　　　20　　　　　　　　　30　　　　　　　　　40　　　　　　　　51

釈バイト）

2 m 4 24 9141

測定コード2 蓋 25 9
揮　　　　　　　　　　　　　　　轟 3 服 4 29 9｛41

8 9 ，
『
ゼ
9

11 ＝
5
ド

13

湖
定
，
酢
ゼ
！3

14 15 ，
曜
ド
5

測定コード3 監 30 9
溺
淀

4 m 4 34 914）

樗
弼
宏
コ
1
ギ

測定コード4 ！1 35 9
1“
疋
コ
1
ギ
1

12

耐
疋
コ
1
ド
1

16 5 8 4 39 9141

ゼ
8

，
1
ド
16

測定，一ド5 葦 40 9
』4

6 m 4 44 9141

測定コード6 1 45 9
9141 9 914、 9ω 9 9㈲ 9 9《4） 9 914、 9

9‘4、 9 9‘4） 99　9141 9
m 9141

9
60　　　　　　　　　　　　　　　　70　　　　　　　　　　　　　　　　閥』　　　　　　　　　　　　　　　　禦，

測定コード7 4
1

49

50

8 m 4 54 9141

測定コード8 1 55 9
9 諭 4 59 9141

測定コード9 1 60 9

監 2 3 4

10 m 4 54 9141

測定，一ド10 1 65 9
11 m 4 9141

5 6 7 8

太枠は3次メッシュの範囲

・印は標高翻則位置

数享は3次メ7シュ内の計

測順序を示す。

測定コード1匡 置 70 9
12 即 4 『74 9㈲

9 lo 11 12

測定コー霞2 墓 75 9
13 m 4 79 914）

量3
図

盲5 怖

測定コード置3

　董4 面 1
4

80
84

　9

9141

測定コード董4 1 85 9
15 m 4 89 914）

測定コード15 1 90 9
置6

m 4 94 9141

5次メッシュ内の標高計測点 測定コードコ6 置 95 9

”　　　　　　　　4 謄5　　　　　　　　20

禦，　釈バイト）

太枠は3次メッシュの範囲

・印は標高翻則位置

数享は3次メ7シュ内の計

測順序を示す。

5次メッシュ内の標高計測点

（注蓋）　西歴から1000を引

　いた数を7一ドとす

　るo
（注2）　漂蕎値の単位はm

　　（右づめ）とする。

　睦水39999

　海水留8888

　等高線のないもの

　　　　　昌7777
　埋立地霊6666
（注3）

　陸水露1
　海，水部2

　等高線のないもの＝3

　埋立地＝4

　海面下の地域累5

　そり他の地域＝0

図一4　土地利用データおよび標高データの概要（文献1）より引用〉
　　　国土数値情報に整備された7次メッシュの土地利用データと5次メッシュの標高データについてレコード形

　　　式，ファイル内容等の概要を示す。両データは3次メッシュ単位にレコードをなしており，各レコードはメヱ

　　　シュコードと個々のセルに対応するデータで構成されてい、る。個々のデータは土地利用は2桁の整数値，標局

　　　は4桁の整数値で示されている。



織田・三輪：メッシュデータ総合管理システム（GEM）ゐ作成と利用法

　以降では，個々のメッシュレベルを単独にとりあげた

説明が多くある。そのため，たとえばセルの「3次メッ

シュレベルにおけるメッシュコード」を「3次のメッシ

ュコード」と簡略化して表現することにする。ただし，

これは，経緯度法の第3次メッシュコード（図一1一（3）参

照）と混同をおこしやすいため，後者に類するものを表

現する場合には，たとえば「1次から3次までのメッシ

ュコード」のように関与するメッシュレベルをそのまま

表現することにする。また国土数値情報の7次メッシュ

（1／10細分メッシュ）の土地利用データと5次メッシュ

（1／4細分メッシュ）の標高データは以降の説明にしばし

ば用いるので，原データのレコード形式およびデータ等

の具体的意味の理解を助けるため，図一4に各々のレコー

ドフォーマットおよびファイル内容を示しておく。

7

　2．GEMの基本設計

（1）システムファイルのデータ構造

　データの登録，統合，検索といった処理を効率的に行

うためには，実行のためのアルゴリズムの工夫とあわせ

て，メッシュデータ自体を処理しやすい形式に整える必

要がある。このデータ形式はまたすべての処理のアルゴ

リズムと密接に関連するものであるから，統一的な標準

形式を定めておくことによって，後の処理もはるかに容

易になる。この標準形式に整えられたデータファイルの

ことをシステムファイルと呼ぶことにする。

　システムファイルの構造は基本的に収録データとその

地点をあらわすメッシュコードからなるものであるが，

用途に応じて必要なコード等を付加しておかなければな

らない。本システムでは農業環境研究の特質から市町村

5 10 15 20 25 30

メッシュコード フラッグ

1
次

2
次

3
¢
次

4
次

5
次

6
次

7
次

8　．　。　l
o　　8　　0

　　　08　　　6　　●

　　　1314151617
次1次1次1次1次
0　　　6　　　8　　　0

メ メ メ メ メ メ メ 1　　曝　　・　　．

’ソ ツ ツ ツ ツ ツ ツ
6　　0　　0　　0
0　　　●　　　o　　　馨

ン ン ン ン ン ン ン
6　　　0　　　8　　　0
8　　　．　　　一　　　撃

ユ ユ ユ ユ ユ ユ ユ 璽　o　・　1
1　　　5　　．　　　嘩
0　　　0　　　6　　　6

9　　　0　　　6　　　1
l　　　o　　　曝　　　o

・　　0　　8　　1
9　　　8　　　－　　　o

．　　●　　o　　■

　a

（バイト）

35 40 45 50

データ

デ1 デ1

il 研
弟 目 第

タ1 1 タ1 2
メ9
　，

一　、、

ア
メ璽

　o

一、、

ア
ツ9
　8
ンO
　l

1
タ

ツ，

　o
ンO

｝
タ

ユo 　，ユ　豊

　8レ9 レ9
　9

べe
　O

べ9

ノレ9
　●
　o

　賃
ノレ．

　●
　蜜

8
2

9

図一5　システムファイルのデータ構造

　　　システムファイルのレコードはメッシュコード，フラッグ，データの3つの領域によって構成される。メッシ

　　　ュコードおよびフラッグの領域は常に固定された形式であるが，データ領域の形式はデータとそのメッシュレ

　　　ベルとの対で任意に指定することができる。
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以下の地域を対象としたケーススタディにおける利用を

重視し，7次メッシュ（約100m×100m）のレベルにお

けるデータの整備を中心に据え，必要に応じてより粗い

メッシュ（ここでは1次から6次までのメッシュ）に統

合することによって，目的とする新たなメッシュレベル

のデータファイルを作出して利用するという方式を選ん

だ。そのためシステムファイルのレコードの形式は図一5

に示すように1次から7次のメッシュコード，フラッグ，

データのメッシュレベルおよびデータ（場合により複数）

4次メッシュ

からなるものとした。

　図一5に示したレコードの32カラム目以降のデータ領域

は，データとそのメッシュレベルの対によって任意に指

定できるものである。同図では2種類のデータについて

メッシュレベルとデータの形式を各々（11，F7．0）で指定

した場合が示されているg低次のメッシュデータ，たと

えば標高データ（5次）の場合には，より高次の6次お

よび7次のメッシュコードは存在しないので数値の9999

を当てることとする。

6次メッシュ．

↑
01

00

　　　1　　　　　　　3　1　　　8　　　0　　　8　　　9
　盈　　　o　　　I　　　l　　　8
　1　　　＆　　　I　　　l　　　富
一一一『一一→一一一←葡一r一一㍉ゆ一。
　　　I　　　　I　　　　o　6　　　　　　　　　　　　　　　　　墓
　　　直　　　　l　　　　l　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
　　　ロ　　　じ　　　じ
’”†’”r“τ”1”†”
　1　　　6　　　9　　　1　　　8
　6　　L＿」一＿＿L一爾』＿一＿
　　。一”▼　　　唾　　　1　　　6
　　　5　　　　巳　　　　　　　8　　　8　　　6　　　　墨　　　　　　　9　　　　唇　　　I　　　　l
　　　O　　　　　　　　l　　　8
　コ　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　ロ　　　ロ　・　　　0　　　5　　　B　　　巳
・一十一。十一†一r。r。一一
　6　　　0　　　　　　　9　　　雛
　巳　　　5　　　1　　　1　　　睡
願一聯1＿一一」＿願．ヨー＿一8＿一一8一一一

　5　　1　　’『’　　8　　馨
　ξ　　　8　　　1　　　1　　　6
　8　　　6　　　1　　　，　　　5
一一1一一一ムー一弓一。←一一ム臼一
　1　　　1　　　8　　　8　　　9
　0　　　8　　　1　　　5　　　5
　コ　　　　　　　　　　　　ヨ　　　ヨー一・r。一。1一一一“一一1一一一？一〇一

　l　　l　　8　　l　　I
　畢　　　O　　　I　　　I　　I
　3一一4一一トー十一÷一一
　　　5　　　6　　　8　　　1
　　　己　　　　　　　　o　　　　　蓼　　　　　　　5

　5　　　　　　　　　9
　皐　　　　轟　　　　1
　ヨ　　　ロ　　　　ロ
ー十一一1一。一：一一
　瞳　　　陰　　　8
　1　　　6　　　薯
一一一一｝一イー一
　1　　　　　　　　9
　　　1　5　　　　　　　　　　1

　　　9　　　　　e　　一一咽幽“禰　卿　一一〇一

　　　9　　　　畢
　　　1　　　　轟
　　　　　O　　　l
　　　9　　　0　じ　6　　　1　　　1
　　　ヨ　　　　ヨ　ロ”。1一”▼一”1一”
　I　　　　l
　9　　　6　　　唇
　l　　　　o　　　　5
一一ト「1。一騨7齢一。1卵一一

　一　　　　8　　　　8
　曝　　　I　　　l
禰一。』一樽▲9一一㌧一，
　1　　　8　　　墨
　l　　　I　　　畢
　　1　　　重　　　1
曝一噸，一“「1幽一鱒1。一働
　　學　　　5　　　8
　　墨　　　l　　　l
　　6。のの1。＿一h一。

　　　8　　　1
　　　5　　　1
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03

02

01

00

7
　
塵
0
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9

1
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0
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o
o輯　　葡 一　　一 o　　鵜 一　　一

1
　
塵
　
6

9
9
0
　
哺
　
　
一

I
l

巳
o
重

1
9
馨

一　　一　　鼻 一　　幅　の 一　　纏 日　　一

軍
　
1
　
9
　
竃

■
I
I

0
9
曝

9
1
0

o
謄
1

6　0　唱 一　　働 一　　Q 一り 一　　●

7
　
1
　
　
1
　
1

I
I
o

l
e
睡

l
o
一 0

8
a

一　　一 聯　　聯 一　　儒 鱒　　一 一　　騨

陰
曜
　
一
　
　
一

9
1
階 1

9

轄
1
9 0
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図一6　操作用メッシュコードの設定とフラッグセルの設置

　　　データ登録が正常に行えるように4次および5次メッシュ「のセルの形状を変形してメッシュコードを付与し

　　　た。個々のセルに対するメッシュコードは図一3で定義した方法に準ずる。また7次メッシュをべ一スとする

　　　低次メッシュレベルにおけるフラッグセルの位置を図で示す。



織田・三輪：メッシュデータ総合管理システム（GEM）の作成と利用法

（2）システムファイルの作成

　1）メッシュコードの付加

　国土数値情報の原データファイルの中から土地利用デ

ータ（図一4一（1）参照）を例にとれば，そこでは1次から

3次までのメッシュコードと3次メッシュセルに対応す

るレコード内のデータの格納序列で示される7次メッシ

ュレベルに関する位置情報によって，データの帰属する

地点（セル）が示されている。これをII－2一（1）で述べた

システムファイルとするには，まず格納序列を図一3に示

した7次メッシュコードに置きかえたうえ，セルの位置

対応によって4次から6次までのメッシュコードを決定

し，各セルごとにレコードを標準形式で整備しなければ

ならない。ただし，図一3のメッシュ体系に従って，この

手順を試みるとき，7次メッシュセルとの位置対応から

5次メッシュコードを決定することは困難であることが

わかる。たとえば7次メッシュセル0002は2つの5次メ

ッシュセル0000および0001にそれぞれ半分ずつ帰属し，

どちらの5次メッシュセルに包含されるのか定かではな

いからである。同様に6次メッシュセルと5次メッシュ

セル，6次メッシュセルと4次メッシュセルの間にも一

意な位置関係は見い出せない。

　そこで本システムでは，4次から7次までのメッシュ

レベルを通じて一意なメッシュコードの対応関係が成立

するようなセル構成を考え，それに基づいて基本メッシ

ュ体系とは異なる「システムファイルメッシュ体系（操

作用メッシュ）」を設定する方式をとっている。すなわち，

図一6に示すようにセルに関する整合性のとれた包含関

係が一意に成立するように，4次および5次メッシュの

セル構成を変え，それに基づいたメッシュコード体系を

設定した。

　このように操作用のメッシュを用いてシステムファイ

ルの作成を行うことの一番のメリットは，異なるメヅシ

ュレベルのデータを1つのシステムファイルに一元的に

収納することが極めて容易になることである（II－2一（3〉

参照〉。

　2）フラッグの設定とその役割

　フラッグはシステムファイルから，より低次のメッシ

ュレベルのデータを読み出すのに必要なレコードを選択

するための目印となるものである。図一7に示したメッシ

ュレベルの異なる2種類のデータ（土地利用データおよ

び標高データ）を収納したシステムファイルを例として，

このファイルから5次メッシュの4つのセル0000，0001，

0100，0101に対応する標高値を読み出す場合を考えてみ

る。この4つの標高値は7次メッシュの土地利用データ

9

と結合してそれぞれ4，8，8，16個のレコードに収録

されている。これらの中から前記の4つの5次メッシュ

セルに対応する標高値をもれなく1回ずつ読み出すため

に，読むべきレコードにあらかじめ付した目印がフラッ、

グである。フラッグは図一7に示したように3次から7次

までの各メッシュレベルに1または0の数値を置く方法

で設定される。数値1はフラッグが立っている（そのレ

コードは数値の1を設置したメッシュレベルに関して，

このメッシュレベルのデータがシステムファイルに含ま

れる場合には，データとこれに対応するメッシュコード

を1対1の対応関係で保有することに定められたレコー

ドである）ことを表わし，0はフラッグが立っていない

（当該メッシュレベルのデータを読み出すべきレコード

ではない）ことを表わす。

　前述の例では，レコードを順次，読み込むたびにまず

5次メッシュレベルに対するフラッグを調べ，これが立

っている場合にのみ，このレコードからデータを読み出

し，フラッグが立っていなければ単に読みとばすことに

よって図一7のシステムファイルから5次メッシュレベ

ルの標高データファイルが作成されることになる。

　7次メッシュデータをべ一スとするシステムファイル

において，より低次にあたる6次から4次メッシュデー

タに対してフラッグを立てるセル（フラッグセル）は，

図一6に示したように当該データのメッシュレベル（7

次）から3次までの各メッシュレベルにおいて，それぞ

れセルの左下隅の位置を占めるセルとすることに定めて

いる。

　なお，この場合にはシステムファイルのべ一ス，に相当

している7次メッシュレベルのフラッグは常に立ってお

り，また3次メッシュレベルにおけるフラッグセルにつ
　　　　　；
いては左下隈0000のセル1つのみで自明であるため，図

一6では省略した。1例として図一7のシステムファイル

ではレコード番号100（7次メッシュコード0000のセル〉

におけるフラッグは3次から7次までのすべてのメッシ

ュレベルにおいて立てられているが，このことは0000の

セルが前記の設置方式によれば，3次から7次メッシュ

レベルにおけるフラッグセルとなっていることによるも

のである（図一6）。

　このようにフラッグセルの位置を低次メッシュレベル

のセルにおける左下隅の位置として統一的に決めること

により，7次メッシュデータをべ一スとするシステムフ

ァイルのフラッグセルの体系（図略）とより低次（6次

以下）のメッシュデータをベースとするシステムファイ

ルのフラッグセルの体系とが一元的に整合性のとれた形
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となる。また，これによって，し、II－2一（3）で述べるデータ

登録の際に，登録に用いた2つのシステムファイルのう

ちで高次のメッシュレベルに相当するファイルから読み

込んだレコードのフラッグをそのまま，データ登録によ

って新たに作成されるシステムファイルに出力するレコ

ードのフラッグとして用いることが可能になる。

　なおデータ読み出しの手順は，フラッグによってまず

レコードの取捨を行い，この後に各データの先頭1バイ’

トに示すデータメッシュレベル（1から7の数値で明示

する）も参照して，目的とするデータの読み出しを行う

こととなる。

　3）システムファイルの作成手順の留意事項

　システムファイルは原データファイルについて1）で述

べた操作用メッシュ体系によるメッシュコードの決定

と，2）で述べた方式によるフラッグの設定を行い，II－2

一（Dで述べた標準形式（図一5）を整えることにより作成さ

れる。そのアルゴリズムは単なるメッシュ操作に関する

ものであるから説明を省略するが，必要なソフト使用上

の手続きについては後章III，IVで詳述する。

　ここではデータ登録等の操作上の都合から，システム

ファイルのメッシュ体系をII－1一（2）で規定した基本メッ

シュ体系とは異なる構成で作りあげていることによって

派生する問題点について検討し，留意すべき事柄につい

て整理しておく。

　システムファイルのデータに付加された操作用のメッ

シュコードには実際の位置と対応しないものが含まれて

いる。たとえば，図一8一（1〉に示す7次メッシュをべ一スと

する土地利用のシステムファイルにおいで，レコード番

号1000（7次メッシュコード0005）には5次メッシュセ

ル0001のコードが付加されているが，実際の位置（図一3

の基本メッシュ体系を参照〉は0002のメッシュセル内に

ある。したがって，実際の位置対応によれば図一7に示し

た土地利用および標高データからなるシステムファイル

において，レコード番号1000の標高値として記載されて

いる23mには5次メッシュ0002に対応する123mが記

載されるべきである。

　操作用のメッシュコードにおいて，コード間に実際の

位置関係とずれたものを含むメッシュレベルの組合せ

は，7次と5次，7次と4次，6次と5次，6次と4次

の4つである。この他のメッシュレベルの組合せにおい

ては，システムファイルからデータを読み出す際に，組

合せ内での高次のメッシュレベルにフラッグの立ったレ

コードのみを対象とすることによって実際の位置対応に

基づいた関係が得られるため，位置のズレから派生する
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問題とは無関係となる。

　いずれにしても，これら4つの組合せにおいて一方の

メッシュレベルのデータを他方のメッシュレベルのデー

タとして用いる場合には必ずしも正当な位置関係に基づ

いたデータ利用が行えるとは限らないので，現実のデー

タ利用にあたっては注意しなければならない。次の2つ

の場合に分けて具体的に述べる。なお説明の都合上，低

次（粗い）メッシュセルの区画をA，高次（細密な）メ

ッシュセルの区画をBで表わすことにする。

　高次メッシュデータを低次メッシュデータの一部とし

て用いる場合には，次の2つが想定される。

　第1は広い区画Aの属性の事例として，そこに含まれ

る小区画Bの属性を記述する場合である。たとえば，「A

にはBのような標高の高い地点がある」という記述であ

る。しかし，4次メッシュセル（約500m×500m）を含

めて，より高次（細密な）のメッシュセルをAとしてこ

のような記述を行うことは稀なことであるため，実用上

この点に関して位置のズレによる制約が問題となること

は少ない。

　第2は区画Aの属性をそこに含まれる小区画（単数ま

たは複数）の属性で代表させる場合である。たとえば図

一8一（1）のシステムファイルから5次メッシュレベルにフ

ラッグが立ったレコードの土地利用データを読み出し，

単一データを用いて当該5次メッシュ区画の土地利用と

みなす場合や，同一の5次メッシュコードが付けられた

複数のレコードの土地利用データの最頻値を当該5次メ

ッシュ区画の土地利用とみなす場合があげられる。これ

らは広域を対象とするときに高次メッシュデータを低次

メッシュデータに組みかえる場合などに不可欠な手法で

あり，それがシステムファイルのメッシュ体系上の制約

から正しく行われないことはシステムの利用に実質的な

支障をもたらす。

　そこで，本システムでは低次メッシュの属性（データ）

をそこに含まれる高次メッシュの属性（データ）により

代表させる場合には，位置対応の正しい基本メッシュ体

系（図一3）に基づき妥当なデータ処理を行う機能をメッ

シュデータの統合のソフトウェアとして別途整備するこ

とにした。統合に関してはII－2一（4〉で述べる。

　低次メッシュデータを高次メッシュデータとして用い

る場合にも注意が必要である。たとえば前述の土地利用

および標高データからなるシステムファイルには，レコ

ード番号1000における標高値のように一部のレコードに

は実際の位置と対応しないデータが収録されており，こ

れらの標高値を当該7次メッシュセルの属性とみなすこ
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（1）土地利用データ

レコード番号

つ01jO
　OG200
　り03JO
oo400
　00500
　00600
　00700
　00900
　00900
　01000
　elloo
　O1～00
　01300
　01400
　01500
　01600
　G1700
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　01900
　G～OJO
　O2100
　0～200
　0～300
　0～400
　0Z500
　0～600
　0～700
　0～800
　0～900
　03000
　03109
　G3200
　033qo
　O5400
　05500
　05600
　0570《

メ ッシュコード
フラッグ

デメ　　土
　■ノ

メッシュ
｛
タシ　　地
　ユ

1 2 3 4 5 6 7 レベル レ　　利
次 次 次 次 次 次 次

34567
歪　　用

5らム0120

1耀1 s
3らloooo

　　OOOQ
QOO
UOO
QCOIOOOO
OOGIOOOよ

99唖～　1　ムムム

0000
7　　　　δ．

7　　　　3．
　　　　　　、只

’ OOOO 000 000 0100 0000， 7　　　　δ．
5ら4 2n 8 0000 000 oo 101 0000 7　　　　3●
5も4 ～ 8 0000 00 oooq 000～ 011 7　　　　2●
544 ～ ε OOO 00 00¶ 0003 000 7　　　　～．
5ら4 ～ 8 000 00 00’ 010～ OOOO弓 7　　　　8●
5らω～’ 費u OOO OC 00 0103 OOOO 7　　　　2．
5も4 2 000《OOO OOO 000ら OOO1 7　　　　2●
5ら4 2響’8’ 000 000 OOO’OOO5 000 7　　　　2．
5も4 2 8 OOOO COO 00 104 000 7　　　　2．
5ら4 2噛 8 OOO oo oo 105 000 7　　　　2．
5も4 2

’

OOOO ⊥〇一 100 0～00 0011 7　　　　5．
5ら4げ 2‘ 8’ 0000 0100 100 201 0000 7　　　　8。
544 2 8’ 0000 0工OO 工OO 300 0000 7　　　　2．
～ら4 20 8’ 0000 0よOO 工OO 0301 OOOO雪 7　　　　8．
544、 2 8 0000 』LOO 200 も00 001 7　　　　2．
544 2 8 OOOO 100 ～oo 0401 000 7　　　　2．
544 2 窟’｝ OOOO 100 ～Oo 0500 OOO’ 7　　　　2．
5ら4G～0 8ρ 0000 100 ～GO 050工 OGO1 7　　　　～．
5ら4 2 0000 10工 101 ～0～ 011 7　　　　8．
544 ～o 8 OGOG 0101 GIO。O～03 OOO 7　　　　～．
5440 20 　’－ 0000 0』LO 10q 030～ ⊃OOO’ 7　　　　5．
5ら4 2’ 8 OOOO 010q 010－0303 3000 7　　　　5。
544 ～ 8’ 0000 O工0 010～0～0ら OO1璽 7　　　　～。
5ら402響覧8 OOOO 0⊥〇二 O工Cど 0205 0004 7　　　　～・
5ら4020 8 0000 〇三〇’ 010～ 504 OOOO 7　　　　5．
544 2《 8 0000 0⊥010よ0～ 0505 00GO’ 7　　　　2．
5ら4’ 2 8 OOOO o工o 0～0’ 040～ OOlq 7　　　　16
5ら4 2’ 8’ 0000 0101 020’0も03∩OOO 7　　　　5．
544 ～ 3 000 0101 O～0 050～ 000’ 7　　　　2．
5440 ，り 8’ 000 0101 0～0 0503 0000エ 7　　　　1．
544 2 8’ 0000 0よ0 0～OZ0404 OO1 7　　　　～．
5も4 2 8 0000 010 020Z G405 OOO 7　　　　5．
5440 2G8 0000 0工010～020504 OOO1 7　　　　1．
544 ～G 8 0000 0104 ozo～0505 一〇〇〇1 7　　　　1．
r 略

輪蝿A『 0000 1111 7　　　　2．
碗へA竃 7　　　　11＿

（3）標高データ

レコード番号

00100
00～00
00300
00400
00～OO
OO600
007GO
n‘、ρ

メ ッシュコード フラッグ

デメ

1 2 3 4 5 6 7
メッシュ

レベル

拶　　標
　ユ　　　　古
　　　　　同　レ

次 〆
、
！ 次 次 次 次

ベ
ノ
レ

34567

5ら4 ～ 8 0000 OOO 999 99 ユ110 5　　　24●
544 ～ 8 0000 000 9999 99 0010 5　　　23．
544 ～ 8 0000 0上O 999“’ 99 QOIO 5　　　25．
544 2 8’ OOOO 010 9999 99 0010 5　　　～ら．
544 2ご 8 000 OQO2 9999 99 C110。 5　　123．
544 208’ooo噸OQO 9999 99． OO三〇 5　　　23．
5μ辱’ 隔　　8 唱

＾η9999 0010 5　　　23●
へ Anlo 5　　　7天

（2〉土地利用データ

09

08

07

06

05

04

03

02

01

oo

1
2 2 2 1 1 1

2 2 1 5 2 5

2 8 5 5 5 2

5 8 8 2 2 2

8 8 8 2 2 2

8 8 2 2 2 2 2 11

00　　01　　02　　03　　04　　05　　06　　07　　08　　09

（4）標高データ

03

02

01

00

25 24

24 23 123

00 01 02 03

’図一8 土地利用データおよび標高データのシステムファイル

（1）に土地利用データ，（3）に標高データのシステムファイルを示す。また（2），（4〉のメッシュセル概念図にデータ

をセルの位置と対応させて示す。

とはできない。また，このような明らかな位置ズレ（前

述の4つの組合せがこれに相当する）の他に，位置対応

の正しいメッシュレベルの組合せにおいても，広い区画

Aについてとられたデータをその中の一部の区画Bのデ

一タとして用いることに問題のある場合もある。これら

はデータのとり方やデータ自体の性質等にかかわる問題

であり，より適切な注意が必要とされる。そこで本シス

テムの利用にあたっても，システムファイルのレコード



織田・三輪：メッシュデータ総合管理システム（GEM）の作成と利用法 13

マスターファイルからレコードを入力

トランザクションファイルからレコードを入力

①
↓

すべての・Y
レコードを

処理した

N

① M＜T
　両レコードの
メッシュコードの

　大小関係の
　　判定

　　　　M＝T

M＞T

マスターファイルから

次のレコードを入力
両レコードのデータを結合

して新マスターファイルヘ出力

1

トランザクションファイル

から次のレコードを入力

MT＜MM
　両ファイルの

メッシュレベルの

　大小関係の
　　判定

MT＞MM

図一9　データ登録のアルゴリズム

　　　マスターファイルを7次メッシュの土地利用データ，トランザクションファイルを5次メッシュの標高データ

　　　とする。したがってメッシュコードに関する判定は1次から5次までのメッシュコードによって行う。なお

　　　M＜丁等のMおよびTはそれぞれマスターファイルおよびトランザクションファイルのレコードの1次か

　　　ら5次までのメッシュコードを意味し，MT＜MM等のMMおよびMTはそれぞれマスターファイルおよび
　　　トランザクションファイルのメッシュレベルを意味する。

に収録された低次メッシュデータを同じコードに対応す

る高次メッシュ区画の属性とみなす場合には，その妥当

性について十分検討することとし，4次および5次のメ

ッシュデータのそうした利用は原則として避けることと

している。

　（3）データの登録

　新たに作成または入手した原データファイルをシステ

ムファイルヘ変換した後に，他のシステムファイルヘ追

加することをデータの登録という。データの登録の際に，

データを追加される方の（母体となる）システムファイ

ルをマスターファイル，追加するデータを含むシステム

ファイルをトランザクションファイル，登録の結果，新

たに作成されるシステムファイルを新マスターファイル

と呼ぶことにする。

　ここでは，国土数値情報の土地利用データのシステム

ファイル（7次メッシュ，図一8一（1）参照）をマスターファ

イルとし，それに標高データのシステムファイル（5次

メッシュ，図一8一（3）参照）をトランザクションファイルと

してデータ登録の手順を説明するδ図一8一（1〉の土地利用デ

ータのレコードのうち，同一の3次メッシュセル（コー

ド＝54402084）に含まれるデータをメッシュセルの概念

図の中に描き出すと図一8一（2〉のようになる。同様に図一8一

（3〉からは図一8一（4）が得られる。そこで，（2）の7次メッシュ

セル0000（斜線部）と（4）の5次メッシュセル0000（斜線

部）との位置対応をみると，前者は後者のセルに含まれ

ていることは明らかである。したがって7次メッシュの
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セル0000に相当する区画は（1）のレコード番号100の土地

利用と（3）のレコード番号100の標高の2つの属性を有す

るものとして，トランザクションファイルのレコード番

号100の標高データをマスターファイルのレコード番号

100の土地利用データと結合して7次メッシュコード

0000に対応するレコードに収録することができる。

　このように，2つの異なったメッシュレベルにおける

セル間の位置対応関係に基づいて，低次のメッシュレベ

ルに関するデータを高次メッシュレベルのセルの形状に

合った形で展開し，新たなレコードとして1つにまとめ

あげるのが登録の手順である。この手順を実行するデー

タ登録のアルゴリズムについて，その基本的部分を抽出

して図一9に示す。

　処理の流れは次の通りである。

④　マスターファイルおよびトランザクションファイル

から，それぞれレコードを1つずつ読み出す。

⑧両レコードの1次から5次までのメッシュコードが

一致するか否かを判定する。

◎　判定の結果，一致していない場合，たとえば，マス

ターファイルから読み込んだレコードのメッシュコード

の方が大なる時は，トランザクションファイルの方から

レコードを読み込むというように，メッシュコードの値

が小さい方のファイルのみから新たなレコー．ドを読み出

し，その後⑧の判定に戻る。また，一致した場合は次の

⑪に進むこととする。

⑪　両レコードの5次までのメッシュコードが一致した

ので，これらのデータを結合して新マスターファイルに

出力する。ただし，この場合は低次メッシュレベルのフ

ァイル（ここでは標高データ）に由来するレコードは，

高次メッシュレベルのファイル（ここでは土地利用デー

タ〉に由来するレコードの幾つもとそのメッシュコード

が一致する可能性があるため，低次メッシュレベルのフ

ァイルから読み出したレコードを一旦保持しておいて，

高次メッシュレベルのファイルのみから次のレコードを

読み出し，その後⑧に戻ることとする。

　以降は⑧から◎までのループを両ファイルのレコード

が尽きるまでくり返すこととなる。なお，このアルゴリ

ズムでは両ファイルからレコードを1つずつ順次読み出

し，そのつどメッシュコードの大小関係の判定を行って

一致するレコードの組を見い出すという点を骨子とする

ため，あらかじめ両ファイルのレコードは1次から7次

までのメッシュコードに関してレコードを昇り順（小→

大の順序）に並べ直しておくことが必須である。この例

におけるデータ登録の結果得られる新マスターファイル

のリストの一部とメッシュ概念図（図一7参照〉において，

図一8に示した2種類のデータが，所定のメッシュコード

位置に正常に格納されていることが認められる。

　（4）メッシュデータの統合

　統合は，低次メッシュの属性（データ）をそこに含ま

れる高次メッシュの属性（データ）の代表値をもって推

定する処理であり，細かいメッシュで整備されたデータ

ファイルをより粗いメッシュのものに組みかえる場合に

必要なものである。たとえば，7次メッシュ（約100m×

100m）で整備された土地利用のデータをもとに，県の土

地利用概況図を作成するような場合には，これを把握す

るためには，7次メッシュごとの土地利用の区分は必要

でなく，処理の効率からも3次メッシュ（約1km×1

km）で十分な場合が多い。そこであらかじめ，各3次メ

ッシュセルに含まれる100個の7次メッシュセルのデー

タに関し，適切な方法で代表値を求め，それをもって3

次メッシ』セルのデータとすることによって新たに3次

メッシュのデータファイルを作成する方法が有用とな

るQ

　メッシュデータの統合を行う場合，システムファイル

の作成（II－2一（2）〉や登録（II－2一（3〉）で操作の便宜上用

いたメッシュ体系（図一6）を用いると，一部不都合が生

ずるのは，II－2一（2）一3）で留意事項として述べた通りであ

る。これは同メッシュ体系で，4次および5次メッシュ

のセル構成を実際の位置とずらしているためであり，支

障が生ずるのはこの両メッシュがかかわる次の場合であ

る。

　①7次メッシュデータの4次および5次メッシュレ

ベルヘの統合

　②6次メッシュデータの4次および5次メッシュレ

ベルヘの統合

　したがって，これらの統合に関しては，システムファ

イルに含まれる操作用メッシュコードを無視して，図一3

に示した位置対応の正しい基本メッシュ体系に基づいた

処理を実施することにした。

　このとき，図一3のメッシュ体系では，たとえば，7次

メッシュセルの一部のセルが5次メッシュの複数のセル

にまたがるような不整合性が問題になる（II－2一（2）で述べ

たシステムファイルの作成の場合と同様）ので，統合の

アルゴリズムの中ではこの問題を次のように処理するこ

とにした。すなわち，メッシュデータの統合は，統合後

のメッシュセル（Bとする）に対する統合前メッシュセ

ル（Aとする）の寄与率に応じて行うことを原則とし，

Aの全部がBに含まれる場合の寄与率を1，一部が含ま
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図一10統合前メッシュセルの統合後メッシュセルヘの寄与

　　　（1）に7次から5次への，（2）に6次から5次への統合における統合前メッシュセルの統合後メッシュセルヘの寄

　　　与を示す。

　　　図中の数値は統合前メッシュセルの各々の，これが帰属する統合後のメッシュセルヘの寄与の大きさ（寄与率）

　　　を表す。なお（2〉は上下および左右に関して対称であるため，左上四半分についてのみ示す。

　　　また両図の左辺および下辺に付した2種類のメッシュコードは外側が統合後，内側が統合前のメッシュに関す

　　　るメッシュコードである。
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れる場合の寄与率を当該部分の面積比（r，0＜r＜1）

の値とした。例として7次から5次，6次から5次への

統合に関するメッシュセルの相互関係と寄与率を図一10

に示した。

　この他の場合の統合，すなわち4次以上のメッシュデ

ータを3次以下のメッシュレベルヘ統合する場合，7次

メッシュデータを6次メッシュレベルヘ統合する場合，

および5次メッシュデータを4次メッシュレベルヘ統合

する場合には，統合前のメッシュデータを，このメッシ

ュレベルに対応するフラッグの立ったレコードのみから

読み出すことによって，メッシュコードとデータの対応

は基本メッシュ体系におけるもの（図一3参照）と同一に

なるため，ここではすべての統合前メッシュセルは統合

後メッシュセルのいずれかに完全に帰属し，各セルの寄

与率はすべて1に等しいことになる。

　代表値にはデータの性格に基づき，合計値，平均値，

最頻値のいずれかを選ぶ。たとえば人口ならば合計値，

標高ならば平均値，土地利用ならば最頻値を用いるのが

適切であろう。代表値として合計値または平均値を用い

る場合は，この寄与率を重みとする重みづき合計値また

は平均値，最頻値を用いる場合はデータごとに寄与率の

和をとり，最大の値を示すデータを最頻値とする。

　代表値算出の具体的な方法は，統合前後のメッシュレ

ベルが前述の①，②に該当する場合には図一10にその一部

を示したセルの相互関係と寄与率の中から対応するもの

を選び，これらに基づいて代表値を求めることとし，こ

の他の場合には操作用メッシュコードをそのまま用い

て，統合後のメッシュレベルで同一のメッシュコードを

もつことになる統合前メッシュデータによって，当該セ

ルの代表値を求めることとした。

III　GEMの利用法

　本章では利用上の観点から，GEMの諸機能とこれら

を構成する個々のプログラムの使用法について解説す

る。

　1．GEMの機能

　本システムの主たる機能は

　①原データファイルのシステムファイルヘの変換機

能

②システムファイルヘのデータ登録機能

　③システムファイルの統合機能

④システムファイルの検索機能

である。これらの諸機能について，図一11に基づき，以降

に順次概説する。

　（1）システムファイルの特徴

　システムファイルには50種類までのデータを収納する

ことができる。そのデータ構造については，前章IIで述

べた通りであるが，これを利用上の観点からみると各レ

コード内に位置情報としてのメッシュコードを含むた

め，図化用データ（ディスプレイ出力やラインプリンタ

ー出力を意図したデータ）の作成にも適している。同様

の観点から国土数値情報のデータ構造をみると，たとえ

ば図一4に示した土地利用データでは，その膨大なデータ

量を最少に保つ意図のもとに，7次メッシュレベルの位

置情報は，レコード内のデータの格納序列として与えら

れている。そのため，特定の土地利用に対応する7次メ

ッシュセルのみを抜き出して処理を行うような場合に

は，位置情報が処理の途中で破壊されてしまう恐れのあ

ること，位置情報のストックが容易にできないこと等の

不都合が生じるので，レコード自体に位置情報を含ませ

るというシステムファイルのデータ構造の方がはるかに

有利である。そこで本システムは，すべてのメッシュデ

ータを一旦システムファイルに変換して，それぞれの目

的に使用することにしている。

　（2〉外部ファイル

　国土数値情報のように何らかの形で位置情報を備えて

おり，適当な処理によってその位置情報をメッシュコー

ドの形式で引き出しうるようなデータファイルを外部フ

ァイルと呼ぶことにする。外部ファイルとしては国土数

値情報の他に，「農林水産業のもつ国土資源及び環境保全

機能の維持増進に関する研究（昭和57年～）」で整備され

た桜川流域に関する環境要因データファイルなど，調査

研究の成果として独自に得られたものがある。さらに将

来的には，リキートセンシングデータやドラムスキャナ

ー等の画像入力装置を用いて入力したイメージデータ等

も外部ファイルとして考えられる。またメッシュデータ

の統合を行って作成された新ファイルも，システムファ

イルとしての形式を備えていない点では外部ファイルと

して取り扱われるべきものである。

　（3）外部ファイルのシステムファイルヘの変換

　これらの外部ファイルのレコード形式は様々であり，

システムファイルヘの変換を行うソフトウェアは，これ

らに対し汎用的でかつ円滑な処理のできるものでなけれ

ばならない。このため本システムではシステムファイル

ヘの変換機能を2つのステップに分割した。

　1）第1ステツプ

　本ステップは外部ファイルをシステムファイルの前段

階的な共通のレコード形式を持つファイル，すなわちプ
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レシステムファイルヘ変換するステップである。プレシ

ステムファイルのレコード形式は，〔1次から3次までの

メッシュコード／データのメッシュレベルに対応するメ

ッシュコード／データメッシュレベルとデータの対（場合

により複数）〕に定めた。このレコード形式はまた，統合

を行って作成される新ファイルのレコード形式でもあ

り，この形式に定めたのは，通常の外部ファイルのシス

テムファイルヘの変換がそのつど1回ですむのに比べ，

統合による新ファイルを再度システムファイルヘ変換す

る機会が多いためである。

　いずれにしても，前述の土地利用データや標高データ

のように3次メッシュ単位にまとめられているデータで

あれば，T5096010およびT5096HYOという2つのプロ

グラムによって，これらを個々のレコードに分解し，さ

らにデータのメッシュレベルの値を付加してプレシステ

ムファイルに変換する。また桜川流域に関する環境要因

データは，SLCPFというプログラムによってデータメ

ッシュレベルを付加してプレシステムファイルヘ変換す

ることになる。なお環境要因データの原データファイル

のように，同一メッシュレベルの幾種類ものデータを収

納したファイルの場合には，全種類のデータのそれぞれ

にデータメッシュレベルを付加するのが繁雑な場合もあ

る。このような場合には，第1データのデータメッシュ

レ！ベルにのみ，仮の値として数値の9を与えておくこと

によって，第2ステップで正当な処理が行われるように

している。

　2）第2ステツプ

　本ステップは基本的にプレシステムファイルをシステ

ムファイルに変換するステップであり，T5096CNVとい

うプログラムによって行われる。この実行によって，プ

レシステムファイルに対して欠けているメッシュコード

とフラッグが付加され，またデータメッシュレベルが仮

の値になっている場合には，このステップでパラメータ

として与えるメッシュレベルの値に置換されてシステム

ファイルが完成する。なお，国土数値情報の分割メッシ

ュ（図一2参照）に基づいた4次メッシュ（1／2細分メッシ

ュ）および5次メッシュ（1／4細分メッシュ）のデータは

本ステップのみでシステムファイルヘ変換されるが，こ

れらも内部的には一旦，プレシステムファイルヘ変換さ

れた後，前述の処理を受けてシステムファイルヘ変換さ

れることになる。

　（4）システムファイルヘのデータ登録機能

　このようにして作成したシステムファイルから，幾種

類ものデータを収納したシステムファイルを作成する場

合には，それぞれ1種類のデータを収納した2つのシス

テムファイルの問でデータの登録を行って2種類のデー

タを収納したシステムファイルを作成し，以降は本シス

テムファイルをマスターファイルとして同様の手順をく

り返せばよい。システムファイルには行政コード，土地

利用データのように，データベースの様々な利用の場面

に共通的に使われ，且つ重要なデータから順に入力する

ことが望ましい。また，それぞれ多種類のデータを収納

したシステムファイル（各データのメッシュレベルが異

なる場合も含む〉間のデータ登録も行うことができる。

これらは一括してT5096ADDというプログラムによっ

て行われる。

　T5096ADDはまた，データ登録の際に与えるオプショ

ンによって，新マスターファイルに出力するレコードを

取捨することができる。たとえばオプションのうちの1

つ，すなわち2つのシステムファイルから読み込んだレ

コードが結合を起こさない場合にも，両ファイルのレコ

ードはすべて新マスターファイルに出力する方式を選’

び，この方式でデータの登録をくり返せば，結合しない

レコードの収納に伴ってレコード域は増大することにな

るが，このような方式が有用となる場合もある。しかし，

レコードの種類（例えば行政区〉を限定して，これに新

たな種類のデータを追加する場合には，オプションの中

から別の方式，すなわちマスターファイルから読み込ん

だレコードと結合しないトランザクションファイルのレ

コードは新マスターファイルヘ出力しないという方式を

選び，データの登録を行うことになる。いずれにしても

目的に合った方式を選べばよい。

　（5）システ、ムファイルの統合機能

　メッシュデータの統合は，T5096SRTとT5096SUM

という2つのプログラムによって行われる。前述の通り，

統合を行って作成される新ファイルはプレシステムファ

イルのレコード形式をそなえている。したがって，プロ

グラムT5096CNVを用いて再度システムファイルヘ変

換することによって，粗いメッシュレベルに組みかえた

データを作出することができる。なお統合前および統合

後のメッシュレベルの組合せによって，代表値算出のた

めに用いる寄与率（図一10参照）が異なることは前章IIに

おいて説明した通りである。

　（6）システムファイルの検索機能

　データの検索はT5046RTVというプログラムによっ

て行われる。検索の機能は基本的に通常のデータベース

で行うものと変わりはない。ただし本システムでは，シ

ステムファイルの第1データを特別なものとし，地域検
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索を行うための項目として付加的な役割も与えている。

したがって，都道府県，市区町村等の行政区ごとにデー

タ処理を行う必要がある場合には，行政コードのデータ

をシステムファイルの第1データとすることによって容

易に必要なレコードを抽出することができる。

19

　なお検索の実行にあたっては，指定するメッシュレベ

ルの次数によって検索対象が異なるものとなるので注意

しなければならない。たとえば図一7に示したシステムフ

ァイルを例にとると，7次でメヅシュレベルを指定した

場合にはシステムファイルの全レコードを検索対象とす

｛1》

　《B）

（A》

《A》レコードの書式指定パラメータ

メッシュコード

データ1
次

2
次

3
次

4
次

カラム位置 1 4 5 6 7 8 9 12 14

パラメータタイプ 1 1 1 1 F

｛6》

肌． NL FCODE

カラム位置 1 2 3 4 5
　一パフメータタイプ 1 1 A

Hし

NL
FCODE

1入力ファイルのメッシュレベル
：出力ファイルのメッシュレベル
1データファイルのタイプ
　　　（N，Gのいずれかを指定する〉

て2）
メッシュコード データ

1
次
2
次
3
次
4
次
第1データ 第2データ 第3データ

440
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　　●

　　●

O
O
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7
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0300
　　●

　　●

12。

986
　　●

　　●

34．5
76●5
　　●

　　■

6，789
4，321
　●

　●

（3》

（A》　　（14●4び212●2夕14・4ヂIX／F6●0／6X／F6●3》

《B）　　0705N

図一12パラメータカードの種類とその与え方
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ることになり，5次でメッシュレベルを指定した場合に

は5次のフラッグが立っているレコードのみを検索対象

とすることになる。このため両方の検索の結果は必ずし

も同じものとはならない。このように幾種類ものデータ

を収納したシステムファイルを検索対象とする場合に

は，ファイルのべ一スとなるメッシュレベル（ここでは

7次）を指定しなければならない。

　2．プログラムの使用法

　（1）共通事項

　各プログラムは，おおむね任意のデータに対処できる

ように，，入出力ファイルに対するレコード形式を可変に

している。また，いくつかの類似の機能をまとめて，ど

れか1つをオプションとして選ぶようにしたプログラム

もある。したがって，実際にプログラムを使用する場合

には，これら可変の部分をパラメータとして具体的な数

値やレコードで与えなければならない。

　パラメータには，各プログラムで共通に用いられるタ

イプのものと個々のプログラムに特有のものがある。後

者はそれぞれのプログラムで説明することとし，ここで

は前者に属する2種類のパラメータについて，図一12を用

いてその与え方を説明することにする。なお，以降のプ

ログラムの使用法を説明する図の中では，パラメータの

指定書式をそれぞれ⊂コ（パラメータカード）の記号と共

に示すことにする。パラメータカードはまた，その各1

枚が後述の実行例においてジョブのJCL（Job　Control

Language：ジョブ制御文）に与えるパラメータの各1

行分に相当するものでもある。

　1）レ・コードの書式指定パラメータ

　第1のパラメータは入出力ファイルのレコードの書式

指定に用いる。たとえば図一12一（2〉に示したレコード形式

のデータファイルを入力用に用いる場合（このレコード

形式で出力する場合も同様）には，そのレコードの形式

を（1〉一（A）のように示すことにする。ただし，本システムで

扱う通常のデータファイル（システムファイルおよびプ

レシステムファイル）では，そのデータ領域の形式はフ

ァイルに含まれるデータの種類の数と各データの占める

カラム幅に依存するため，はっきり示すことのできない

場合が多い。このような場合にはデータ領域について，

ここで示したようにその開始カラム位置のみを示した

り，あるいはデータ領域全体を単にデータとのみ示すこ

ともある。利用にあたってはデータ領域の形式を把握し

たうえで書式の指定を行わなければならない。

　レコード書式の指定はFORTRANの書式で行い，メ

ッシュコードおよびフラッグは1タイプ（整数型），デー

タはすべてFタイプ（実数型）として扱う。したがって

土地利用データの地目コードのように本来1タイプのデ

ータも一括してFタイプとして扱うので注意する必要が

ある。以上のとり決めのもとに，このデータファイルか

らメッシュコードと1番目および3番目のデータを読み

込む時に与えるパラメータは（3〉一（A）のようになる。なお，

14．4等の表現は出力の場合にのみ意味をもち，たとえば

20を0020のように表示フィールドの前部がブランクとな

る場合には0を付加して出力することを意味する。

　2〉仕様パラメータ

　このパラメータはデータファイルのメッシュレベルや

入力するデータの種類の数などを指定するものであり，

その指定様式を図一12一（1）一（B）のように示すことにする。

ML（入力ファイルのメッシュレベル）は2桁の1タイプ

で1カラムから2カラムまでに，NL（出力ファイルのメ

ッシュレベル）は2桁の1タイプで3カラムから4カラ

ムまでに，FCODE（データファイルのタイプ）はAタイ

プ（文字型〉で第5カラムに指定すべきことを表わして

いる。

　この指定様式に基づいで，たとえば入力ファイルのメ

ッシュレベルが7次で，ファイルタイプがN（すなわち

プレシステムファイル）で，5次メッシュのファイルヘ

出力する場合（ML＝07，NL＝05，FCODE＝N）に与え

るパラメータは（3）一（B）のようになる。

　（2）SLCPF（旦母ection＆Ωolpy　Version夏）のプロ

　　グラム

　1）使用目的

　現実に何らかのデータを取り扱う際，わが国全域を対

象とするよう欺場合より，一部の地域を対象としてこれ

に対応するデータファイルを作成することの方が多いも

のと思われる。しかし，この場合，国土数値情報等は全

国版のデータファイルであるため，対象地域に対応する

レコードのみを原データファイルから抽出することが必

要となる。また，III－1一（3）で述べたように，システムファ

イルヘ変換する前処理として，ある種のデータファイル

にはデータメッシュレベルを付加することが必要とな

る。

　SLCPFは一部のレコードの抽出とレコード内にAタ

イプでデータを挿入するという2つの目的に使用され

る。なおSLCPFは㈱社会調査研究所によって開発され

た汎用ユーティリティプログラムで，特定レコードの抽

出，レコードフォーマットの変換，データ間の四則演算

等の一般的なデータ加工を行い，特に大量のデータの処

理に適したソフトウェアである。
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図一13　SLCPFのパラメータカード
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　SLCPFでは，レコードが入力ファイルから入力バッ

ファに読み込まれた後，出力バッファに移送され，最後

に出力バッファから出力ファイルヘ書き出される。この

うち入力バッファから出力バッファヘデータを移送する

時と出力バッファの内容を出力ファイルヘ書き出す時に

データの加工をしたり，あるいは適当な条件を指定する

ことで出力ファイルヘのレコードの書き出しをおさえた

りすることができる。これらの機能を用いて，レコード

の抽出やデータをAタイプで付加する。

　2〉使用方法

　ここでは，まずレコード抽出の例として図一13一（2〉の上

段に示したファイルから，1次から3次までのメッシュ

コードが54402084である3次メッシュに対応するレコー

ドを抽出する場合を示す。

　a）レコード抽出のためのパラメータカード

　具体的には図一13一（1）に示した2枚のパラメータカード

（A），（B）を用いて行うが，カードには個々の要素に番号が

付してあるので，これによって説明する。

　①および④は，パラメータカードの行番号である。

　②のFS文は入力バッファにセットされたレコードを

出力バッファに移送することを意味する。なおFS文の

オペランド③は，3つの要素で1組となっており，これ

らは先頭の要素から順に長さ，送り出し側カラム位置，

受け入れ側カラム位置を意味する。したがって，FS（28，

1，1）は入力バッファの第1カラム目より28バイト分の

データを出力バッファの第1カラム目から順にセットす

ることを意味する。

　⑤のSL文はレコード選別を指示する。選別条件は⑥

の4要素からなるオペランドで定義し，次の⑦のオペラ

ンドで判定結果の分岐先を示す。なお選別条件を定める

オペランドの4要素は先頭から順に長さ，比較主語開始

位置，関係演算子，比較値を意味する。したがって，SL

（8，1，，EQ，‘54402084’〉は出力バッファにセットされて

いる第1カラム目から8バイト分のデータが，54402084

という数値と等しいか否かの判定を行うことを意味す

る。また，⑦の（GO　WT　ELSE　RD）は，指定した条

件を満たす場合は出力バッファの内容を出力ファイルに

書き出し，満たさない場合には書き出しは行わずに次の

レコードを読みに行くことを意味する。

　この、kうに2枚のカード（A），（B）で定義した処理を入力

ファイルのレコードがつきるまでくり返すので，結果的

に指定した条件を満たすレコードのみを抽出することが

できる。

　また複数の3次メッシュに対応するレコードを抽出す

る場合には，2通りの指定法がある。ここでは54402084

と54402085という2つの3次メッシュに対応するレコー

ドを抽出する場合のパラメータカードを（C），（功に示す。

なお抽出する3次メッシュの数をさらに増やす場合に

は，その3次メッシュについて同様の記述をしたパラメ

ータカードをつけ加えればよく，また他のメッシュレベ

ルで抽出する場合には，レコード内におけるそのメッシ

ュレベルのカラム位置に注意して選別条件を設定すれば

よいQ

　b）データメッシュレベル付加のためのパラメータカ

ード

　次に，前の例と同じデータファイルを用いて，第1デ

ータのデータメッシュレベルに仮の値として数値の9を

付加する場合を例示する（図一13一（2〉）。このデータファイ

ルは1カラムから12カラムまでにメッシュコード，14カ

ラムから28カラムまでに3種類のデータを含むが，1か

ら12カラムまではそのまま，14カラム目にデータメッシ

ュレベルとして数値の9を挿入し，14カラムから28カラ

ムまでのデータを1カラム右にずらして下段に示したデ・

一タファイルに変換することを行う。

　この変換はパラメータカード（E）を用いて行う。⑧は行

番号である。⑨のFS文は前の例でも説明したが，ここで

はオペランドがそれぞれ3つの要素からなる3組⑩，⑪，

⑫で構成されている。、これらのなかで⑩と⑫は前の例と

同じ意味の使用法であるが，⑪は送り出し側カラム位置

に対応する2番目の要素が‘9夕となっており，数値の9

を出力バッファの14カラム目にセットすることを意昧す

る。また⑫によってデータのセットする位置を15カラム

目からとするため，結果的にデータの直前に数値の9を

挿入したことになる。

　以上，SLCPFについて，本システムで使用する機能に

ついてのみ解説した。他の機能等の詳細については参考

文献2〉を参照されたい。

　（3〉プレシステムファイルヘの変換のプログラム

　　（T5096010，T5096HYO）

　1）使用目的

　国土数値情報の原データファイルの中には3次メッシ

ュを単位レコードとして，これに属する7次メッシュデ

ータや5次メッシュデータをセルの序列にしたがって並

べているものがある（図一4）。このようなデータファイル

に対して，1つのレコード内にまとめられているデータ

をデrタごとに個々のレコードに分解し，本来所有して

いた1次から3次までのメッシュコード以外に，データ

自体のメッシュレベルに対応するコードとデータメッシ
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　⊂8》

《A）

（A》入力レコード書式

メッシュコード

データ1
次

2
次

3
次

カラム位置 1 4 5　　6 7　　8 9
パラメータタイプ 1 1 1 F

《B》出力レコード書式

メツシュコード 章
6

データ1
次

2
次

3
次

7
次

　　　1
データ　　璽

　　　撃
メッシュレベ1レ璽

　　　l
　　　l
　　　塁
　　　1

カラム位置 1 4 5　　6 7　　8 9 12 　　913114
パラメータタイプ 1 1 1 1

　6

11 F

図一14　T5096010のパラメータカード

ユレベルを付加してプレシステムファイルを作成する。

　7次メッシュデータに関する変換はT5096010という

プログラムによって，また5次メッシュの標高データに

ついてはT5096HYOというプログラム（標高データ専

用の変換プログラムなので実行に当たってはパラメータ

を必要としない）によって行われる。これは標高の原デ

ータのレコード形式が7次メッシュデータとはレコード

内の格納序列が異なり，また国土数値情報の通常の5次

メッシュデータのレコード形式とも異なるためである。

このようにプレシステムファイル作成のソフトウェア

は，新たな外部ファイルに対応して変換用プログラムを

新たに加える等の整備を必要とすることがある。

　2）使用方法

　丁5096010のパラメータカードを図一14に示す。（A）の入

力レコード書式と（B）の出力レコード書式の指定が必要で

ある。たとえば7次メッシュの土地利用データを例にと

ると，その入力レコード書式は（14，212，100F2．0〉であ

る。一方，出力レコード書式は，これに①7次メッシュ

コードとデータメッシュレベルが加わること，②データ

の形式を指定する（形式は任意に指定できる。ここでは

5桁のFタイプとする）ことから，（14．4，212．2，14．4，

11，F5．0）　となる。

　（4〉システムファイルヘの変換のプログラム

　　（T5096CNV）

　1）使用目的

　本処理はT5096CNVというプログラムで行われる。

このプログラムは基本的に2つのタイプのデータファイ

ルをシステムファイルヘ変換する。

　第1のタイプはプレシステムファイルである。これに

はIII－1一（3）で述べたT5096010およびT5096HYOによ

って処理したデータ，統合による出力ファイル，前述の

SLCPFによってデータメッシュレベルを付加したデー

タファイルなどが属する。

　第2のタイプは図一2に示した分割メッシュコードに

よる4次メッシュ（1／2細分メッシュ）および5次メッ

シュ（1／4細分メッシュ）のデータであり，国土数値情

報の通常の4次および5次メッシュデータはこれに属す

る。この第2のタイプのデータについては，T5096CNV

はまず分割メッシュのメッシュコードを操作用のメッシ

ュコードに変換し，さらにデータメッシュレベルを付加
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⊂（1》

　（B》

（A》

（A》仕様パラメータ

Hし ND FCODE

カラム位置 1 ～ 3 4 5
パラメータタイプ 1 1 A
飼し

ND
FCODε

3入力ファイルのメッシュレベル
3入力ファイルのデータの種類の数

3入力ファイルのタイプ
　　（N，Gのいずれかを指定する）

｛B》入力レコード書式

　①F（0匪3。N・のとき

メッシュコード
テ’メ6

1ツO
タシ6
　ユ1　レo　データ
ベ1
　ノレ魯

　■

1
次

2
次

3
次
ML
次

カラム位置 1　　　4 5　　6 7　　8 9　　12 1311ぐ

パラメータタイプ 1 1 1 1
　豊

Io　　　F

②FCODε＝・G◎（Hし＝5》のとき

メツシュコード

データ1
次

2
次

3
次

4
次

5
次

カラム位置 1　　　4 5　　6 7　　8 9 10 11
パラメータタイプ 1 ！ 1 1 1 F

｛（》出力レコード書式

　　　《14●4ρ212●24414。4’1Xg511グ1X’　データ　　》

　　　　　　　　　　　図一15　T5096CNVのパラメータカード

して一旦プレシステムファイルヘ変換する。その後は第

1のタイプも含めたプレシステムファイルについて，欠

けているメッシュコードとフラッグを付加し，またデー

タメッシュレベルが仮の値の場合には，これをパラメー

タで与えた値に置換してシステムファイルヘ変換する。

　2），使用方法

　丁5096CNVに対するパラメータカードを図一15に示

す。
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（1》

（A》

（A》　SORT　　FIεしDS＝（9♂2’C賛ダA｝

① ② 3

《2》

ソート前

メッシュコード

1 2 3 データ
次 次 次

544 0 7 40。

544 0 7 10．

544 0 7 60●

544 0 7 30●

ソート後

メッシュコード

1 2 3 データ
次 次 次

544 0 7ユ 10●
54蕎 0 73 30．
5る4 o 74 40．

544 0 76 60●

図一16　ソートのパラメータカード

　（A）は入力ファイルのメッシュレベルやデータの種類の

数を指定するほか，FCODEの値によって前述の第1の

タイプと第2のタイプを指定する。疋N’はプレシステム

ファイルを意味し，《Gりは第2のタイプを意味する。

　（B）は入力レコード書式を与える。なお，このレコード

書式はFCODEの値によって異なる。たとえば①に示す

FCODEぜN7の場合は前述のプレシステムファイルに

相当し，したがって図一14一（B）に示したレコードの形式と

基本的に同一である。また，FCODEゴG’の場合は前述

の第2のタイプに相当し，原データファイルでは4次お

よび5次のメッシュコードはそれぞれ1バイトで記述さ

れているのでメッシュコードのこれらの次数に関連する

部分の指定が違ってくる。例示のため②に5次メッシュ

データに対する入力レコード書式を示す。なお4次メッ

シッデータに対する入力レコード書式は，5次メッシュ

コードに対応するカラムをとり去ったものになる。

　（C）は出力レコード書式である。システムファイルのレ

コード形式を指定すればよい。

　（5）ソートのプログラム

　1）使用目的

　本プログラムはデータファイルの各レコードについ

て，指定したある任意のカラム位置から次の任意のカラ

ム位置までの範囲内のデータをEBCDICコードに変換

した後，その大小関係を判定し，結果的にレコードを昇

り順（小→大〉や下り順（大→小）に並べかえる。ソー

トのプログラムは一般的なものでよいが，ここでは

FACOM　M－310の計算機に標準装備されているユーテ

ィリティの中のプログラムを例として使用法を述べるこ

とにする。

　2〉使用方法

　このプログラムに関するパラメータカードを図一16に

示す。ここではソートの例として図一16一（2〉の左に示した

データファイルを3次メッシュコードに対応する2桁の

数値データによって昇り順にソートする場合を示す。こ

のことは（1）一（A）に示したパラメータを用いて行うが，個々

の要素に番号を付してあるのでこれによって説明する。

　①のSORT文は②によってフィールドの指定や並べ

方の種類の指定を行う。この指定の具体的内容は③のオ

ペランドで規定されるが，これを構成する4つの要素は

先頭から順に制御フィールドの位置，長さ，データ形式，

並びを意味する。したがってFIELDS＝（9，2，CH，

A）はレコードの第9カラムから2バイト分のデータを

EBCDIC文字として（CHが対応する），昇り順（Aが対

応する）に並べかえることを意味する。

　ソートの結果は図一16一（2〉の右に示すように第9および

第10カラムの74，71，76，73という数値が71，73，74，

76の順に並べかえられることになり，これに連動し、てレ

コードの順番も並べかえられることになる。なおデータ

形式や並びに関しては各種のオプションがある。詳細に

ついては参考文献3）を参照されたい。
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　（6）登録のプログラム（T5096ADD）

　1）使用目的

　2つのシステムファイルの間で，一方のファイル（ト

ランザクションファイル）のデータをもう一方のファイ

ル（マスターファイル〉へ追加して新たなファイル（新

マスターファイル）を作成する。

　本機能はT5096ADDというプログラムによって行わ

農業環境技術研究所資料　第2号（1987）

れるが，1度の実行で10種類までのデータを追加するこ

とができる。なお実行にあたっては，両システムファィ

ルは前もってレコードを昇り順にソートしておかねばな

らない。

　また，データ検索は行政区ごとに行われることが多い

ため，そのアルゴリズムとの関連によってシステムファ

イルの第1データは行政コードとすることが望ましい。

〔f》

（E》

　（D》

《（》

　（B》

《A》

（A》仕様パラメータ

門し しD ND ND

カラム位置 1 2 3 4 5 6 7 8
パラメータタイプ

1 1
’
1 1

　　　Mし　；トランザクションファイルから追加するデータのメッシュレベル

　　　しD　3マスターファイルのデータの種類の数
　　　HD　：トランザクションファイルから追加するデータの種類の数
　　　ND　3新マスターファイルのデータの種類の数

（B》新マスターファイルヘの出力様式

OUTYPε

カラム位置 1
パラメータタイプ A
（M，T，Aのいずれかを指定する〉

《（》マスターファイルのレコード書式

《D）トランザクションファイルのレコード書式

（ε》新マスターファイルのレコード書式

（F》追加データ挿入位置テーブル

1 2 3 10

カラム位置 1 2 3 4 5 6 19 20

パラメータタイプ 1 1 1 1

図一17　T5096ADDのパラメータカード
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したがって本システムはまず行政コードのデータのみを

収納したシステムファイルを作成し，以降はこれをマス

ターファイルとし，本プログラムによって各種データを

追加していくことを基本的な手順としている。

　2）使用方法

　パラメータカードを図一17に示す。

　（A）はトランザクションファイルから追加するデータの

メッシュレベル（追加するデータが幾種類かある場合に

は，これらの中で最高次のメッシ五レベルとする），マス

ターファイルのデータの種類の数，トランザクションフ

ァイルから追加するデータの種類の数（（功のレコード書

式と対応する），新マスターファイルのデータの種類の数

（（E）のレコード書式と対応する）を与える。

　（B）は新マスターファイルヘ出力するレコードのタイプ

を制限するためのオプションで，‘M’，‘T’，‘Ayの3種類

がある。これらの具体的意味は次の通りである。

‘Mシ：マスターファイルのレコードと結合しないトラン

ザクションファイルのレコードは新マスターファイルヘ

出力しない。

‘T’：トランザクションファイルのレコードと結合しな

いマスターファイルのレコードは新マスターファイルヘ

出力しない。

‘A’：結合のいかんにかかわらずレコードの体裁だけは

整えて，すべてのレコードを新マスターファイルヘ出力

する。

　（C）はマスターファイルの入力レコード書式である。

　（Dはトランザクションファイルの入力レコード書式で

ある。ただし，ここで与えるレコード書式はトランザク

ションファイルそのものに関するレコード書式とは限ら

ず，追加しようとする変数のみを抜き出すような書式で

与えなければならない。このことによってトランザクシ

ョンファイル内の追加しようとするデータのみに関して

1から連番のデータ番号をつけたことになる。たとえば

トランザクションファイルには8種類のデータが収納さ

れており，このうち2，4，6番目の3種類のデータを

マスターファイルに追加するものとすれば，ここで与え

るレコード書式は2，4，6番目のデータを抜き出すよ

うに指定することで抜き出されたデータに対して1，2，

3のデータ番号を与えることにになる。後の説明のため

に，これらをT1，T2，T3としておく。

　（E）は新マスターファイルのレコード書式である。ただ

し本プログラムはマスターファイルにデータを追加する

際，最後尾へ追加するばかりではなく，既存のデータに

重ね書きすることも許すため，たとえば3種類のデータ
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を追加した場合でも必ずしも新マスターファイルのデー

タの種類の数がマスターファイルのものより3つ増加す

ることにはならないb次の（F）で規定する事柄も含めてレ

コード書式を決めなければならない。

　（F）は追加データ挿入位置を示すテーブルである。すな

わち，追加するデータをそれぞれマスターファイルの何

番目のデータの位置に挿入するか，（動で規定した連番に

対応してそれぞれ2桁の1タイプで与える。たとえば，マ

スターファイルが5種類ののデータM1，M2，M3，M4，

M5からなっており，先に例示したトランザクションフ

ァイルからの追加データT1，T2，T3をそれぞれマスタ

ーファイルの1，3，6番目の位置に挿入するものとす

れば，この追加データ挿入位置テーブルは（010306）と

なる。なお，このようなデータの追加を行って作成した

新マスターファイルのレコード構成は，T1，M2，T2，

M4，M5，T3となる。T1，T2は所定の位置に重ね書き

されており，また，このためマスターファイルのデータ

の種類の数に比して，3つのデータを追加した新マスタ

ーファイルのデータの種類の数は1つ増加したにすぎな

いo

　（7）統合のプログラム（T5096SRT，T5096SUM）

　1）使用目的

　システムファイルに含まれる任意のデータについて，

より低次のメッシュレベルにおける代表値を求める場合

に用いる。1度の実行で10種類までのデータについて統

合を行うことができる。代表値には合計値，平均値，最

頻値の3種類がある。ただし，これらの使用に際しては，

たとえば土地利用データのように地目をコード化したデ

ータもあり，この場合に意味をもつ代表値としては最頻

値のみであるから，データの特性に対応して適当な代表

値を用いるようにしなければならない。

　統合はT5096SRTとT5096SUMという2つのプロ
グラムを用いて行うが，本来的に1つの機能であるもの

を2つのステップに分割した理由は，単に統合のアルゴ

リズムによるものである。つまり第1のステップで統合

に関与しないメッシュコードを取り除いて（7次メッシ

ュデータを5次メッシュレベルに統合する場合には4次

および6次のメッシュコードを取り除く），中間結果の出

力ファイルを生成するが，このファイルの各レコードは

メッシュコードに関して昇り順に並んでいないため，第

2ステップに移る前にこのファイルをソートすることが

必要となるためである。したがって実際に統合を行う時

には常にこの2つのプログラムをJCLのレベルで1つ

にまとめて行うので，T5096SUMで必要とするパラメ



28 農業環境技術研究所資料　第2号（1987）

一タに関する情報も一括してT5096SRTで与えること

にしている。

　2）使用方法

　実行にあたっては統合するデータのメッシュレベル，

統合するデータの番号一覧表，これに対応する統合のタ

イプの一覧表をパラメータとして与えるが，プログラム

上では入力ファイルより最初のレコードを読み込んだ時

点で，データ番号一覧表に示されたデータについて，そ

のメッシュレベルがパラメータで与えたメッシュレベル

と一致するか否かを確認し，以降は一致したデータのみ

について統合の処理を行うこととしている。

　パラメータカードを図一18に示す。

《F》

（E》

（D》

｛C》

　（B》

（A》

（A》仕様ノぐラメータ

矧L NL LD

うラム位置 1 ～ 3 4 5 6
パラメータタイプ

1 1 1
凹L；統合するデータのメッシュレベル（統合前）

NL＝統合した結果のメッシュレベル（統合後）
しD　：入力ファイルのデータの種類の数

《B》データ番号テーブル

1 2 3 10

カラム位置 1 2 3 4 5 6 19 20

パラメータタイプ

1 ！ 1 1
（c》統合手法テーブル

1 2・ 3 10

カラム位置 1 2 3 10

パラメータタイプ

A A A A

ζD》入力レコード書式
（S，A，Mのいずれかを指定する）

（ε》出力レコード書式1

　　§　　　　　　Nし　く凹L二3のとき
　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　Nし．≦3夕4≦鱈しのとき
　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　3　〈　Nし　く門しのとき

《F）出力レコード書式2

§ NL〈替し≦3のときNL≦3ゲ　4≦鱈Lのとき
　3　〈　NL　〈　凹しのとき

（14●4，212。2ノ　データ　　》

（14．4ρ21～．～グ14。らデータ　　》
（14．4ダ212．2’～！4●4’データ　　》

（14．4グ212。2，　データ　　》

（14。4グ212●2グ　データ　　　》

（14．44212●2，14。4グデータ 》

図一18　T5096SRTのパラメータカード
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　（A）は統合前および統合後（統合した結果）のメッシュ

レベルと入力ファイルに含まれる全データの種類の数を

指定する。

　（B）は統合の対象とするデータ（10種類まで）に関して，

入力ファイルにおける各データの配置順序の番号を各々

2桁の1タイプで指定する。

　（C）は（B〉で指定したデータを合計値，平均値，最頻値の

いずれの方式で統合するか規定する。なお，パラメータ

カードには合計値，平均値，最頻値をそれぞれ‘S’，‘A’，

‘M’の1桁のAタイプで示すことにしている。

　（D）の入力レコード書式については，本プログラムの対

象とするのがシステムファイルであるため，メッシュコ

ードおよびフラッグ領域は常に固定である。したがって，

データファイルごとに異なる部分はデータ領域に関する

書式であり，それぞれに応じて適切な書式を指定しなけ

ればならない。

　（E）の出力レ・コード書式1はT5096SRTが中間結果出

力ファイルに書き出すレコード書式であり，同時に

T5096SUMの入力書式でもある。なお，この際に

T5096SRTは統合に必要な情報のみを書き出す。たとえ

ばフラッグは統合の結果，データのメッシュレベルが変

わってしまうので無意味となるため省き，また，メッシ

ュコード領域については（1次から3次までのメッシュ

レベル／出力メッシュレベル／入力メッシュレベル）を基

本形として，個々の統合の場合に応じて直接関係するも

ののみを書き出すことにしている。したがってメッシュ

コード領域に関する書式指定は統合前（ML）と統合後

（NL）のメッシュレベルの組合せによって①NL＜

ML≦3の場合，②NL≦3，4≦MLの場合，③3＜

NL＜MLの場合でそれぞれ異なるので，両メッシュレベ

ルの組合せによって（E）に示すものから適当な書式を選ば

なければならない。

　（F〉の出力レコード書式2は統合の最終的な出力書式で

ある（T5096SUMの出力書式でもある）。統合によって

消失する統合前のメッシュレベルに対する指定が必要な

くなることの他は（E）の書式に準ずる。

　（E）の3つの場合に対応するものを（F）に示す。

　（8〉検索のプログラム（T5046RTV）’

　1）使用目的

　検索はT5046RTVというプログラムによって行われ

る。本プログラムはシステムファイルに対してメッシュ

コードもしくは行政区によって検索地域を指定したり，

任意に選んだデータ（10種類まで）について条件を指定

し検索を行うことができる。ただし行政区で指定を行う
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ためには，システムファイルの第1データが行政コード

でなければならない。また検索の結果，条件を満たすレ

コードを指定したファイルに出力することができる。

　2）使用方法

　本プログラムは前節までのバッチ形式のジョブとは異

なり，会話形式で実行する。したがってパラメータも

JCLで与えるパラメータカードの形式ではなく，プログ

ラムからの入力要求に基づいて応答形式で順次，与えて

いくことになる。ここでは図一19に示す検索のフローチャ

ートに基づいて，個々の入力要求の意味とこれに対する

応答の与え方について説明する。説明は同図に付したア

ルファベット記号を用いて行うが，この記法は後述の実

行例におけるものと同様である。

　㈹は検索に用いるシステムファイルのメッシ辛レベル

に関する入力要求である。m－1一（6〉のようにシステムファ

イルのべ一スとなるメッシュレベルの値を指定しなけれ

ばならない。

　（B）は地域の検索法に関する指定である。3つのオプシ

ョンがあり，それぞれ数値の0，1，2を入力すること

で指定できる。これらの具体的意味は次の通りである。

0：地域に関する検索条件の指定は行わない。すなわち，

全レコードを検索対象とする。

1：メッシュコードによって地域検索指定を行う。

2：行政区によって地域検索指定を行う。

　（C）はデータの種類の数の指定であり，通常は検索に用

いるファイルに含まれる全種類のデータの数を指定す

る。

　（功は検索ファイルのレコード書式の指定である。ここ

ではデータ領域のみの書式を指定すればよい。なお適当

な書式の指定によって，一部のデータを読みとばすこと

もできるが，この場合には（C）のデータの種類の数に関す

る指定も対応したものを与えなければならない。ただし，

読みとばされたデータは検索の結果として出力されるレ

コードには含まれないので不必要となったデータを取り

除くような特別な場合の他は行わないほうがよい。

　（E）は（B）で行政区による検索を指定した場合の入力要求

である。まず県コードの入力要求があり，これに対して

0を与えると都道府県のすべてを対象とすることになり

地域検索の指定は終了する。また適当な県コードを指定

すると，次に指定した県内の市区町村コードに関する入

力要求がある。ここで0を入力すれば指定した県内の全

市区町村を対象とすることになる。適当な市区町村コー

ドを入力すると，この市区町村が対象に選ばれる。引き

続き他の市区町村に関する入力要求があるので，順次，
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（A）

（B）

（C）

（D）

開始

運
　
く
座

メッシュレベルの指定

地域検索法の指定

データの種類の数の指定

レコード書式の指定

Y 地域検索法
　＝0

N
　
　
　
N

全レコードを
検索対象とする

Y 地域検索法
　＝1
　　　　1
（E）

左下隅、右上隅の
メッシュコードの指定

行政区に関する
検索条件の指定

2　A
　　　デ

（F）

3
＜

データに関する
検索条件の指定

4

1
県コードの指定

県コード

　＝0

　　Y
全県を対象とする

N　　6

県コード

雲99

Y

ある県を選択

県コードに関する
指定終了

県内のすべての
市区町村を対象

2

市区町村コード
の指定

Y　市区町村コード
　　＝0
N　　　7

Y　　市区町村コード
　　　＝999

市区町村コードに

関する指定終了

5

3
テータ番号の指定

N
次の県コードの
指定

ある市区町

村を選択

6

N　　8

次の市区町村
コードの指定

データ番号

　＝99
あるデータを選択

Y

7

⑧条件演窮の指定

◎条件値の指定

　　　　　N
さらに条件が
ある

レコードの読み込み

9

データに関する
条件の指定なし

4◎Y
入カレコード
終わり

条件の指定終了

Y　　終了
指定ずみの条件との
接続演算子の選択

N
検索

9⑤

新たなデータ
で指定する

Y

N　　4

新たに指定するデータ
との接続演算子の選択

④データ番号の指定

N　指定条件を　Y
　　　満たす

レコードの出力 5 8

図一19検索のフローチャート
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対象とする市区町村のコードを与える。なお，この県内

の市区町村の指定を終える場合は999と入力する。次に新

たな県コードの入力要求があるので，他の県を対象とす

る場合には対応する県コードを入力し，前述のループを

くり返すことになる。指定する県がつきた場合は，この

時点で99を入力すればよい。以上の要領で対象とする県

および市区町村を指定することができる。県および市区

町村に関するコードは参考文献4）を参照されたい。

　また（B）でメッシュコードによる地域検索を指定した場

合には，メッシュコードに関する入力要求がある。㈲で

指定したメッシュレベルに合せて，まず対象とする地域

の左下隅のメツシュコード，次に右上隅のメツシュコー

ドを入力すればよい。ただし，ここで与えるメッシュコ

ードは，（A）で指定したメッシュレベルが1次から3次ま

での場合にはこれに準じて，また4次から7次までの場

合には1次から3次までのメッシュコードと当該メッシ

ュレベルに対応するコードで与えなければならない。

　（F）はデータに関する検索条件の入力要求である。具体

的な検索条件の指定は次のように行う。なお以降の説明

で用いるデータ番号とは（D）で指定した入力レコード書式

に対応して読み込まれたデータのみに関して先頭から付

加された順番号である。したがって全種類のデータが読

み込まれている場合には，入力ファイルに格納されてい

る順番と一致する。まず④のデータ番号に関する入力要

求があり，これに対して99を与えるとデータに関する

検索条件は指定せずに，このループを終了することにな

る。また適当なデータ番号を指定すると，引き続き⑧の

条件演算子および◎の条件値の入力要求がある。条件演

算子は‘LT’，‘LE’，‘EQ》，‘GE），‘GT）という5つの大小

関係を表す演算子の中からいずれか1つを指定し，条件

値はこれの比較対象とする数値を整数値で与える。

　次に◎の，このデータに関して指定条件を追加するか

否かの入力要求がある。追加する場合には，すでに設定

された条件との接続演算子を‘AND’と‘OR’の中から選

び，前述の条件指定のループに戻ることになる。追加し

ない場合には‘END’を与えて，このデータに関する条件

の指定を終了し⑧に移行する。

　⑧の新たな種類のデータに関して条件を指定するか否

かの入力要求がある。指定する場合には，これまでに各

種のデータに関して設定されているすべての条件との接

続関係を‘AND’と‘OR7の中から選び，ループの初めに戻

って④の入力要求に対して，ここで新たに選んだデータ

のデータ番号を入力することから始めることになる。指

定しない場合には‘ENぴを与えてデータに関するすべ
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ての条件指定を終了する。以上の要領で，対象とするデ

ータに関して，検索条件を設定することができる。

　このように，すべての入力要求に対し適切な応答を与

え終わると，検索のジョブが開始されることになる。

IV実行例

　本システムの諸機能を利用するためには，セッション

開始手続き等の計算機の使用法に関するある程度の知識

も必要とするので，ここでは現在，本システムが稼動中

である計算機（富士通FACOM　M－310）を例にと：って，

まずこれらの基礎的な部分について解説する。次に幾つ

かの実行例を示すが，各種の機能を具体的に実行するに

は，前章IIIでその使用法を解説したプログラムをJCL

（Job　Control　Language：ジョブ制御文）のレベルで組

み合せて使うものと，会話形式で実行するものとの2種

類の実行形式があるため，それぞれの実行法についても

解説する。また，桜川流域に関する環境要因データと国

土数値情報の行政コードおよび土地利用データを用いて

システムファイルを作成し，そのデータファイルとして

の利用例の一端を示す。

　1．計算機の使用法

　本計算機においてはジョブの実行はすべて端末よりコ

マンドを入力して行う形式をとっている。このため，ま

ずセッション開始の手続き等について説明する（表一1一

（1））◎

　（1〉セッションの開始と終了の手続き

　（A）セッションを開始するにはLOGONコマンドを入

力する。なお，MIWAmおよび？？？？はユーザー登録

番号とパスワードである。

　（B）上記のコマンド入力に対して計算機よりサービス開

始の応答があり，引き続きREADYモード（ユーザーの

コマンド入力を受け付ける状態）の表示があるので，こ

のモードの時に後述のジョブ実行用のコマンドを投入す

ることができる。

　（C）セッションを終了するにはLOGOFFコマンドを入

力する（引き続きセッション終了のメッセージが出力さ

れる）。

　（2）ジョブ実行の手順

　ジョブを実行するための設定は整えられたので，本シ

ステムの主要な機能を一通り例示するために幾つかのジ

ョブの実行例を示す（図一20）。諸機能の具体的な実行に

は後述のJCLによってその処理手順を記述したファイ

ルをつくり，このファイルを用いて実行するバッチジョ

ブと，検索のように会話型で行うジョブとの2種類があ
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表一1　セッション開始とジョブ実行用コマンド

　　　セッションの開始は（1〉一伍）のLOGONコマンド，終了は（C）のLOGOFFコマンドで行う。また（B）のREADYモ

　　　ードの時に任意のコマンドを投入することができる。バッチジョブの実行は（2〉一（A）のSUBコマンドで，会話型

　　　のジョブの実行は（2〉一（B）の⑥～⑪で入出力フアイルの割当てを行った後，⑭のCALLコマンドで行う。

　　　なお（㊦の記号はコマンド入力のためにENTERキーを押すことを意味する。

（1》

　〔A》 しOGONAIF麟1〕All1！？？？？PR（AIFしOGON》＠
か41WA111　LOGON　IN　PROGRεSS
　　　　　　　　　　　　　　AT　O8：47＝17　0N　JULY　54
井＃井　1岡一6310　AIF　SERVICE　START　＃＃群

1986

（B》　　READY

《O　LO60FF＠
　　　糾1冒A111　しOGGED　OFF　AT 11：03霊33　0N　JUしY　5グ　1986＋

（2》

　《A》

（B》

　④

⑤

◎

◎

◎

SUBJCL・C肌（旺S肌NA》＠

AししOCATεFILε（FT10FOO1》DATASET（NE｝ST》OLD＠

ATTR　FOR鱒01　RECF凹（F　B》　DSORG（PS》
　　　　　　　　　　　　　　　　　LRECし（100）BLKSIZE（5000》㊥
ALしOCATε　FIしE（FT15FOO1》　NEW　UsING｛FOR餉01》
　　　　　　　DAτASεT《RTV・辮ST》SPACE（10050》TRACKS＠

AしLOCATEFIしε（Fτ26ド001》DATASεT（RTV．し5T》NEW
　　　　　　　　　　　　　Bし0⊂K（256）SPA⊂E（ユ010》TRA⊂KS◎

CALし凹ESH・LOAD（T5046RTV》＠

り，それぞれ実行法が異なるので，この点に関して若干

の説明を加えておく。

　a）バツチジョブ

　バッチジョブの実行については次の通りである。各処

理手順を記述したファイルはJCL．CNTLというサブミ

ットファイルの中にそれぞれMESHINA，MESHINB，

MESHINC，MESHADD1，MESHADD2，MESH－
SUMH，MESHCSDFというメンバーとして格納され

ており，これらの中で，たとえばMESHINAというジョ

ブを実行するには前述のREADYモードの時に表一1一

（2）一（A）に示すサブミットコマンドを投入すればよい。同コ

マンドはバッチジョブ実行用のコマンドであり，オペラ

ンドにジョブの具体的処理手順を記述したファイルの名

前を示すことで起動する。

　b）会話型ジ驚ヨブ

　会話型のジョブは実行前に入出力ファイルの割当てを

行う必要があるので，前述のREADYモードの時に，ま

ず表一r（2）一（B）の④から⑪までに示した入出力ファイル

割当て用のコマンドを順次入力する。次に⑧に示す

CALLコマンドを投入することによって，検索の手順が

開始される。これらの具体的意味については後述の実行

例において解説する。

　2．実行例1（基本的な機能）

　ここではJCLに関する説明もかねて図一20に示した

MESHINA，MESHADD1，MESHSUMH，MESHCS、
DFおよびデータ検索について説明し，他のジョブにつ

いては重複する点が多いので説明は省略する。ただし，

これらのジョブについても実行結果の出力ファイルのリ

ストはすべて節の終りに示すことにする。

　まず，システムファイルヘの変換を例にしてJCLに関

する説明を行う。たとえばMESHINAはMT（磁気テー

プ）に格納された行政コードの原データから指定したメ

ッシュコードに対応するレコードのみを抽出し，これら

をシステムファイルに変換する機能をもつが，具体的に
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図一20　実行例の概念図
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（1》

《2》

（3》

（4》

（5》

《6》

（7）

（8》

（9》

（10）

（11》

（12》

（13》

（14》

（15》

（16》

q7》

（18》

《19）

（20》

手　RJOB　HεS肖INA♂卜41甘A111ダ？？？～
￥＊。。9一。一一噸3一。一。一一一し。一9一！一一一“一。。“一‘一噂。一一一一一一一。一一

￥STEPOQI　EX　Sし（PF
￥　FD　PRGし16＝DAグFIしE＝KAτOY11●Sし（PF．しINKLIB
￥　　　　　PARA　　DU材P＝O（－暦R＝10

￥　FD　SYSPRINτ＝DAダTRk3《5，5グRしSE》’
　　　　　　　　　　　　　　　　VOし＝＝冒ORK’FILE3（／’AD》’SOUT＝A

￥

￥

￥

￥

FD
FD
FD
FO

￥FD
SO10
SO～O
SO30

SYSU『r1＝呂丁夕VOし3AAAAAA夕FIしE＝（／’Sし，1》
　　　　（F＝図丁，VOし＝AAAAAA，FILE零（！ノ2》

　　　　（F2凹τ」・VOし＝AAAAAA」FIしE＝（／グ3》

SYSUT2＝DA’FIしE士～41WA111●D1・DAτAダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DISP3（CO特丁夕DしT》“

　　　　　　　　VOし＝000003’TRK＝；（500’100’Rし．S∈：》グ

　F（5＝（RECF瀕：＝F3’しRεCし含508グBLKSIZE・＝5080》

SYSIN＝＊
FS　（508，1グ1》・
S1L　（8／1／E（9，◎544020840》　GO　）τ。

Sし　（8グ1ダEQク9544Q2Q859）　GO　）τ　EしSE　RD。
￥＊一qr一。一。一一。。一一96一一一一一1。一一騨一一一一一一一一一一一一鱒。一・一。。一

￥SτEPOO2　　EX　　T5096010
￥　FD　P只GLIδ3DA’FIしE＝図1〕A111。凹ESH●しOAD
￥　FD　UIN3＊
（14ρ～12ダ100F5。0）
（14．4／212．2」・212●2，11／F7。0》

￥　FD　U103DA4FILE＝蟹IWA111●Dl●DATA，VOし＝000003
￥　FD　U15＝DA，FILE＝凹1）A111。D～．DATAグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DISP＝（⊂0樽丁ダDしT》グ

　　　　　　　　　　　　　VOし＝：000003，τRK3（2004100グR｛，SE》ノ
　　　　　　　F（B＝（LRε（し＝2048LK』SIZE；4QOO夕RE（F門＝FB》

￥＊一一一！一一。。6一。一一一一一一一一一i一一。一一一。。一一一一一r一一一一一。一一

4STEPOO3　　εX　　T5096（NV
￥　　FD　　Pf≧GLIB＝DA4FIしE＝捌1冒AlllL●賛εSH。しQAD
￥　　FD　　U三N＝＊

0701N
‘14グ212，14，ll」・F7●0》

（14●4，212●2，414●4グ1X／511グ1X／11／F7●0》
￥　FD　U10；DA，FILE書岡1㌔’A1116D2。DATA／VOL＝000003
￥　FD　U153DA，FILE＝凹1》All1。D3。DATAダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DISP＝：（（ONT，DLτ》，

　　　　　　　　　　　　　VOし＝0000034TRK＝（2004100グRLSE》♂
　　　　　　　F（B3（LRε（し＝39夕BしKSIZε33900，段∈⊂F卜4＝FB》

￥＊。一r一一。一一一一一一一“一一一一r一。一“。一一一。一一。一一一一一。一一・。輯

￥STEPOO4　　　εX　　SORτダRSIZE＝384
￥　FD　SORτIN3DA4FIし∈＝網IWA111・D3●DATA，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VO1L＝000003

羊　FD　SORTOUT；DAグVOL＝0000034DISP：＝CAqT，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TRK2（200グ100クRしSε》グ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FIしE『3HIWA111．DST●HST4

　　　　　　　F（二B・＝（LRε（L＝95，BしKSIZE＝4750，RECF》4＝：FB》

￥

羊

￥

￥

FD
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FD
　　SORT
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羊　JεND

SORτ～JK10＝DA’VOし3WORKグCYL＝〔10・g2》
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SORτWK30＝DA’VOし2WORK7CYしニ（10’2》
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　　FIEしDS＝（1，24，（H，A》

図一21MESHINAのJCLと機能概念図
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これを実行するには，どのデータを用いて，どの処理プ

ログラムを使用し，どのような手順で実行するかを計算

機のOS（Operating　System〉に明確に伝える必要があ

り，これを行うために用意されたものがJCLである。

MESHINAのJCLとその機能概念図を示す（図一21〉。な

お，同図のJCLの各行には番号が付してあるので，これ

を用いて説明を行う。

　a）MESHINA
　まず図一21の（1）と（20〉は対になっていて，ジョブの始まり

と終りを意味する。また本ジョブは4つのステップに分

れており，それぞれSTEPOOl～STEPOO4と名づけてあ

るが，個々のステップの機能は次の通りである。

　STEPOOlは（2）でSLCPFを起動する。（4）でMTに格

納されている7次メッシュの行政コードの原データファ

イルを入力先に割当て，SLCPFを用いて抽出したレコ

ードを（5〉で割当てたDl．DATAというファイルヘ出力

する。（6〉はSLCPFに与えたパラメータであり，ここでは

行政コードのデータ（7次メッシュのデータであり，個々

のメッシュセルに関するデータは5桁の数値からなって

おり，上2桁が県コード，下3桁が市区町村コードを表

わす。また3次メッシュを単位にレコードとしてまとめ

られているため，個々のレコードの長さは100個のメッシ

ュセルに対応するデータと1次から3次までのメッシュ

コードによって，全体で508バイトとなっている〉より1

次から3次までのメッシュコードが54402084と54402085

のレコードを抽出することが指定されている。

　STEPOO2は（7）でT5096010を起動する。（9）で前ステッ

プで作成したファイルD1．DATAを入力ファイルとし

35

て割当て，（8）のT5096010に与えたパラメータによって

3次メッシュ単位でレコードにまとめられている7次メ

ッシュデータを100のレコードに分解し，これらを⑳で割

当てたD2．DATAというファイルヘ出力する。

　STEPOO3はq1）でT5096CNVを起動する。q3〉で前ス

テップで作成したファイルD2．DATAを入力ファイル

として割当て，⑰のT5096CNVに与えたパラメータに

よって，欠けているメッシュコード，フラッグを付加し，

（凶で割当てたD3．DATAというファイルヘ出力する。

　STEDP　OO4は（1励でソートのプログラムを起動する。

（1①で前ステップで作成したファイルD3．DATAを入力

ファイルとして割当て，（19のソートのプログラムに与え

たパラメータによって，レコードの先頭24バイトに格納

されている1次から7次までのメッシュコードをキーと

してレコードを昇り順に並べかえ，これらを（17）で割当て

たDST．MSTというファイルヘ出力する。

　以上のように本ステップは先頭のステップから順次，

原データについて何らかの処理を行って，その結果を次

のステップヘ引き継ぎ，最後の第4ステップの出力ファ

イルで目的とするソートずみの行政コードのシステムフ

ァイルが得られるようになっている。なお，D1．DATA，

D2．DATA，D3．DATA等の中問結果を出力するための、

作業用のファイルは，それぞれFD文で与えたDISPオ

プションによりジョブの終了と共に消去される。

　また，MESHINBおよびMESHINCはそれぞれ国土

数値情報の土地利用データおよび標高データについて同

様の処理を行い，それぞれUSE．MSTおよびHYO．

MSTという出力用のファイルに結果を書き出す、，これ

q）

（2》

（3》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DST．MST

撒1慧叢1認1謙r…〔！
￥　FD　UIN＝＊

07010102
A
〔14グ～12グ41〈レグ1X，511，1X，11，F7●0）

（1ら，212ダ41らグ1X，511／1X／11／F7．0）
（14。もグ212・2／41も●4，1X，511グ1X／2（11，F7●0））

02
￥　FD　UlO2DAグFIILE＝塾41UAlll●DST●納ST，VO1L＝OOOOO3
￥　FD　U113DAグFIL∈：＝凹1㌔4A111・US∈：・凹ST’VO1L＝；OQOOO3

手　FD　U15＝DA」FIしE＝賊IVA111。NEWO●，4STグDISP＝CATグ
　　　　　　　　　VQし＝OOOQO34τRK＝（200’100クRLSE》’
　　　　　FC83（しRE（：し＝＝95ダBしKSIZ∈34750，RE（：F図＝FB》
手＊一。一一一。“．一一。“一。一醐一‘。一r一一一一一一備。一一。一。勺“葡一一。一。一

手　JεND

USE、MST

（4｝

《5》

（6》

（7》

T5096ADD

NEWO．MST

図一22MESHADDlのJCLと機能概念図
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らの出力ファイルのリストは前出のDST．MSTも含め

て表一4に示す。

　b）MESHADD1
　本ジョブは，MESHINAで作成したDST．MST（行

政コードのデータのみを収納）へMESHINBで作成し

たUSE．MSTの土地利用データを追加して行政コード

および土地利用の2種類のデータを収納した新マスター

ファイルNEWO．MSTを作成する。なお，本ジョブの

JCLおよび機能概念図を図一22に示す。JCLに関する説

明は前例と同様，各行に付した番号によって行う。

　まず図一22の（1）と（7）は対で，ジョブの始まりと終りを意

味する。（2〉でT5096ADDを起動する。（4）でDST．MST

をマスターファイルに割当て，（5）でUSE．MSTをトラ

ンザクションファイルに割当てる。（3）はT5096ADDに

与えたパラメータである。データ登録の結果は，（6）で新

マスターファイルとして割当てたNEWO．MSTに出力

する。

　またMESHADD2は前記のNEWO．MSTをマスタ

ーファイルとし，これにMESHINCで作成したHYO．

MSTというファイルの標高データを追加して行政コー

（10》

《11》

q2》

（1》　羊　RJO8　凹εSHSU凹Hグ州1冒Al1■グマ？？？

　　￥ホ囎。 。一一一。。。一一一一一一一。r。一。一。。一一。一一一一．一＿一一一＿＿一一

（2》　￥SτEPO51　　εX　　T5096S衆丁4RSIZE＝2048
　　￥　FD　PRGLIB＝DA」FIしε＝卜41冒A111●｝4ESH●しOAD
く3》　￥　FD　　UIN＝＊

　　070502
　　0102
　　M稗

　　（14ダ～12■41441×4511，IX，3（11／F7．0》）
　　（14。4グ212。24214。4，1X」r2（11，F7。0》）
　　（14●4■212●2，14●441X，2（11，F7●O》》
（4》　￥　FD　UO8＝DA，FIしE＝舅IWAll1．PAR凹。DAτA♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DISP＝（CONT，Dし丁》，
　　　　　　　　　　　　　VOし＝000003，τRK＝（10，10、7RLSE》グ
　　　　　　　FC83《しRεCし＝8048LKSIZE＝1040グRE（Fき4ニFB》
（5》￥FDU10＝DAグFILE＝剛賢A111．Nε冒讃ST，VOし＝000003
（6）　羊　FD　U153DA，FILE1＝凹IWAll1．S1●OUτ，VOL3000003，
　　　　　　　　TRK3（200’100〃RしSE》，DISP＝（（ONTグDしT》グ
　　　　　　　F（83（しRε（：し＝95夕BしKSIZE＝4750／Rε⊂F舗＝FB》
　　￥＊一一嶋一一一。一一一。。q轟。一一媚。一。。備一一。。一一一一一。＿＿一一一一一一

《7》　羊SτεPO52　　　εX　　SORT，RSIZε・＝～048

（8》　￥　FD　SORTIN＝DA、，FIしE＝耗1）A111●S1．OUTグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VOし3000003
（9》羊FDSORTCUTニDA／VOし＝000003，DISP＝《（ONT，Dしτ》，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τRK＝（200グ100，PLSE），．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　FILε3図1冒A111．S2。OUT，
　　　　　　　F（8＝（LRε（：Lニ95，BしKSIZE＝4750，RE⊂F呂＝FB》
　　手　FD　　SORT〕K10＝DAグVOしニWORK／CYし3（10グ2》
　　羊　FD　　SORT〕K20＝DA，VOし＝＝冒ORKダCYし3（10夕2》

　　￥　FD　　SORTWK30；DAグVOL＝〕ORK，（Yし＝（10，2》
　　￥　FD　　COIN＝＊
　　　　SORT　FIEしDS＝：（工，16，（H／A》
　　￥＊藺一‘r一一一ロー一。。一一一一一一一r一一一一一一。一一一一一＿一＿一。一一一一＿

　　￥SτEPO53　　εX　　T5096SUHグRSIZε＝2048
　　半　FD　PRGしIB＝DA4FIし，E＝：暑1）A111．卜4ESH．しOAD

　　￥＊FD　UO8＝DAダFIしε＝HI）A111・PAR憎。DATA，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VOし＝000003
　　￥　FD　U10：＝DA，FILE＝NIWA111。S2．OUT，VOし＝000003
　　羊　FD　U15＝DAグFIしε＝夢41WA111●S75門凹。SU凹グ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τRK＝＝（200グ100グRしSE）♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　VOL＝000003，DISP＝（ATグ
　　　　　　　FCB＝（しRE：（ユ＿＝95，BしKsIZE＝4750グRεCF凹＝FB》
　　羊＊一。r一一。一一一一一一一。。一一。r。・r一一一一一一一・一一。一一一一醐一一一・一

　　羊　JεND

区

T5096SRT

S1．OUT

（13）

PARM．DATA

（14）

（工5）

（16）

SORT

S2．OUT

パラメータ

T5096SUM

S75MM．SUM

図一23MESHSUMHのJCLと機能概念図
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ド，土地利用，標高の3種類のデータからなる新マスタ

ーファイルNEW．MSTを作成する。前出のNEWO．

MSTとNEW．MSTのリストを表一5に示す。

　c〉MESHSUMH
　本ジョブは，MESHADD2によって作成したシステム

ファイルNEW．MSTの第1データの行政コードおよ

び第2データの土地利用の各7次メッシュデータを最頻

値を用いて5次メッシュに統合する。JCLおよび機能概

念図を図一23に示す。

　JCLに関する説明は前例と同様，各行に付した番号に

よって行う。（1）と（1①は対で，ジョブの始まりと終りを意

味する。本ジョブは3つのステップに分れており，それ

ぞれSTEPO51～STEPO53と名づけてあるが，個々のス

テップの機能は次の通りである。STEPO51は（2）でT5096

SRTを起動する。（5〉で前記のNEW．MSTを入力ファ

イルに割当て，T5096SRTによる中問結果は（6〉で割当て

たSl．OUTという作業用のファイルに出力する。なお，

（3）のT5096SRTに与えたパラメータの大半を実際に使

用するのはSTEPO53におけるT5096SUMであり，こ

れらは（4）で割当てたPARM．DATAというファイルを

経由してT5096SUMに渡される。

　次にSTEPO52は，（7）でソートのプログラムを起動す

る。前ステップによる中間結果出力ファイルを（8）で入力

ファイルとして割当て，ソートした結果を（9）で割当てた

S2．OUTに出力する。なお⑪はソートのプログラムに与

えたパラメータであるが，前ステップの中間結果出力フ

ァイルの各レコードは，ここでの統合には無関係な4次

および6次メッシュコードは除去しているため，メッシ

ュコード領域のカラム幅は16バイトとなっている。この

ためパラメータもこれに対応した数値に変更している。

　STEPO53は，α2）でT5096SUMを起動する。qφで前ス

テップの中問結果出力ファイルS2．OUTを入力ファイ

ルに割当て，またSTEPO51から渡された統合に関する

情報を（13）の割当てによって受け取り，統合の結果は（1ゆで

割当てたS75MM．SUMに出力する。なお，ここでは7

次から5次への統合であるため，最頻値を求めるための

重みには図一10の上段に示した寄与率を用いて行ってい

る。同ファイルのリストは表一6に示す。

　d）MESHCSDF
　前の例で示した統合による出力ファイルS75MM．

SUMはプレシステムファイルのレコード形式であり，

一部のメッシュコードやフラッグが欠けている。本ジョ

ブはT5096CNVの機能を用いて，これらの欠けた部分

を付加し，システムファイルヘ変換する。JCLおよび機

（1）　￥　RJOB　HεS一（SDF，ト41冒A111グ？？？？
　　　￥＊一一一一一一一。一一一一一。一一一一懸一傍一。一q一一一。一一。一一。一一一。一。

（2）　￥STεPO61　　εX　　T5096（NV
　　　羊　　FD　　PRGし183DA4FIしE＝欲1〕A111。耗εSH。しOAD
（3）　￥　　Fl）　　UIN＝＊

　　　Q402N
　　　《14プ21～ダ14，1X，11，F7。O」114F7●0》
　　　（14。4グ21～・2ク414●4グ1X〆511，・1X，2（11，F7●Q》）

（4》　羊　FD　U10＝DA／FIしE＝HIWA1工1●S75NM。SUN4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VQL＝OOOOO3
（5》　￥　FD　U15＝DA，FILE＝ト41WAl11・R1●SUN4VOし＝OOOOO3■
　　　　　　　　TRK＝《200，100グRしSε》，DISP＝（（ONT，DしT）グ
　　　　　　　　F（B＝（しRε：Cし＝95ヂ8しKSIZE＝4750，Rε（F趣二FB》
　　　羊＊一。門一一一一一一一一一噸一一。一一r一。。一一一。一。一。一一璽。。輌一一一囎。

（6》　手STεPO62　　　EX　　SORτ4RSIZE＝384
（7》　￥　FD　SORτIN＝DA’FIしε＝凹IWA111・R1●SU凹ダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VQし＝：000003
（8》　羊　FD　SORTOUT＝DA，VOし＝00QOO3，DISP＝⊂ATグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τRKニ（100、r100／RLSE），
　　　　　　　　　　　　　　　　FIしεξNIWAlll●S75門岡●SDFグ
　　　　　　　　FCB＝（LRεCL＝95ジBしKSIZE34750グRE（F縁＝FB》
（9）　￥　FD　SORτWK10＝DA／VOL3WORK」（二Yし＝（10’2》

　　　￥　戸D　SORT㌔」べ20＝DA，VOし＝WORK♂⊂Yし＝（10ク2）
　　　￥　FD　SORτWK、303DA」VOし＝WCRK、夕（：Yしニ（10，2）

　　　￥　FD　（0！Nニ＊

《10》　　　SORT　FIEしDS；（1’24，⊂HグA）
　　　￥＊一噸周r一一一。一一一一r・一一一一。。r一一。。一。一。一一一一一。。。葡一。。一一一

（11）　手　　」εND

　　　　S75MM．SUM

↓／

T5096CNV

∈

SORT

　・↓！

o一

　↓

図一24MESHCSDFのJCLと機能概念図
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能概念図を図一24に示す。本ジョブは2つのステップに分

れており，それぞれSTEPO61，STEPO62と名づけてあ

る。ただし第2のステップは，後に行うデータ登録にそ

なえて単にソートを行うだけの意味しかもたず，前例と

重複するため，ここでは説明を省略する。JCLに関する

説明は前例と同様，行に付した番号で行う。図一24の（1〉と

（11）は対で，ジョブの始まりと終りを意味する。（2）で

T5096CNVを起動する。（4〉でS75MM．SUMを入力フ

アイルに割当て，（3〉のT5096CNVに与えたパラメータ

によって（5）で割当てたR1．SUMに中間結果を出力す

る。次にSTEPO62でソートを行い，結果はS75MM．

SDFに出力する。なお，同ファイルのリストは表一7に示

す。

　e）データ検索

　データ検索は，表一5に示すNEW．MST（第1デー

タ：7次メッシュ，行政コード／第2データ：7次メッ

表一2　検索プログラムの入力促進メッセージー覧表

《A》

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊率＊率＊＊＊＊＊

ψσ“g耐も
βトの“’8馬

」』、・・rρ，

ψ●鴨一ρ％り

」し嚇㌧ぜ㌧
～亀〇一の0－

““一◎㌧
σ●『レー●「』ρb噂

」㌧亀・θら9，

6●も㍉・角◎

壷。ゐ轟

」』、8σ◎』
’一ヤ』へ陶

1　JI一鱈ESH
2　JI。トIESH
3JI一褐EISH
4　JIのト肇ESH

5JI－MESH
l／5　納ε＄H
1／10　酬EsH

1＊＊＊＊＊＊
2　＊＊＊＊＊＊

3＊＊＊＊＊＊

4＊＊＊＊＊＊

5＊＊＊＊＊＊

6‡＊＊＊＊＊
7　＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊春＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊‡率＊＊＊＊＊毒＊＊＊＊＊

Pし〔ASε　ENTER　呂ESH－SIZε

｛F》

④

SEしε（τ　DATA　CONDIτ10N
PしEASε　εNτER
　　　　　DAτA　NU岡BER　（END399ン　＝

（B》

＊＊ホ＊＊＊ホ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ホ＊ホ＊傘　NON　SεしεCT3　0　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

潔ホ＊ホ率　ト璽ES月一CODE　3　1　＊＊3き＊＊＊＊＊＊＊＊

＊ホホ＊＊　DISτRI（τ　　翼　2　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ホ＊ホ＊＊率＊＊ホ＊＊率＊＊亭＊＊寧＊＊＊＊寧ホ＊＊＊ホ＊＊＊

PしEASε　εNIER　REτRεAVAL＿門ETHOD　＝

⑧

＊＊＊ホ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊零＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊し丁　　：　　1　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊雰＊＊ホ＊

＊＊＊＊＊LE　　：　　2　＊＊率＊＊＊＊＊準零‘＊＊＊＊＊＊

ホ＊＊＊＊εQ　：　3寧＊率＊ホ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ホ＊＊＊＊　GE　　1　　4　＊＊＊＊＊＊3きホ＊＊＊ホ＊ホ＊＊

＊＊＊率＊GT　1　5宰＊＊＊ホ＊＊＊率＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊＊＊＊＊率索＊＊＊ホ＊＊＊ホ＊＊

ARIτ円門ετ1（　OPERAND　ミ

◎

PしEASE　εNτ∈R　NU麟ERI（　＝

《C》

PしEASε　ε網τER　NU琶BεR　OF　DAτA　g ◎

‘D）

PLEASε　ENTER　FOR岡Aτ　3
1錦PUT　FOR州Aτ　O．K　？　《Y1N　》

噸ρ9馬量grρ一“θ」しり㌧轟“」り㌧鴨｝り㌧西幅触rρ■rρ一“∂耐㌧、1ρ隔も鴨09り㌧の“ゆ℃oρr鮎rρρrのρ嚇．響．％“9’一
％ら’・，Ooも■．隔一．、’o魎’”8鴨∂．馬」’～、∂o噺’D◎慮響■』’5、qド、噺ρ●辱ρρ｝一●亀’σ噂～り呪σ馬撃一f、職撃’一、鳥、、

＊＊＊＊傘　AND　1＝　　1　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ1ウ＊＊＊＊

＊＊＊＊＊OR　＝　2＊＊＊＊＊＊｝き＊＊＊＊雰＊傘＊＊

＊本＊＊＊εND1　3＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
rゐ、・0“ρrρ9“’“gJい悔しrρρ’一“一、％、ρρ“9“ρ“9悔鮎㍉㌧。飾r』r西“一幅鮎r●9r南、も鳴％・qのイ㌧r』噛％
ρ“撃一●・一●価哩．軸虐o鶏、鴨ρ●悔』●辱’．りρ●馬一♂レ侮亀9■し一〇覧6いのo辱ρ●覧へらρ一ρ●覧∂“、馬撃’9噺‘●辱’●賜侮、午学惰、

しOGICAし　　　　　OPERAND　＝

（E》

PLEASε　εN了ER
　　　　KεN－CODε　（END＝99グALL：0》　＝

PLEASE　εNτER　SHI⊂HOSON－CODE
　　　　　　　　　（εND：999グALし：0》　＝

㊦

PLEASE　SEしECT　NεXT　DATA
　　　　　　　　　　LOGI（AL　OPERAND
＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊　AND　1　　1　ホ＊＊＊＊＊＊ホ＊＊喚＊＊ホ＊＊

＊＊＊＊＊　OR　　＝　　2　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊寮＊END：　3＊＊＊＊＊＊＊＊零＝率＊＊＊＊＊＊

率＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊＊

しOGI（Aし　　　　　OPεRND　＝
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シュ，土地利用データ／第3データ：5次メッシュ，標

高データ）というファイルを用いて例示する。

　同ファイルは，3次メッシュ2つ分の，すなわち200の

レコードから構成されており，各レコードの行政コード

は08502および08503のいずれかである。なお行政コード

との対応から，これらのデータは茨城県（08）の明野町

（502）と真壁町（503〉のデータであることがわかる。

　このようなデータ構成のファイルから，行政コードは

08502で，土地利用の地目は1，2および8から16まで（地

目コードの具体的な意味は図一4に記載されている），さ

らに標高値は25m以上30m以下の条件を指定して検索

を行い，指定条件を満たすレコードのみを出力ファイル

に書き出すものとする。なお本ジョブは会話型で行うた

め，前述のバッチジョブの場合とは異なり，実行に先立

39

うて入出力ファイルの割当てを行わねばならない。入出

力ファイルの割当ておよび検索プログラムの実行コマン

ドの投入は前述のREADYモードのときに表一1一（2）一（B）

に示した要領で順次行う。

　表一1の④は検索を行うファイルの割当てであり，ここ

ではNEW．MSTを用いることを定義している。◎は検

索の結果，条件を満たすレコードを書き出す出力ファイ

ルの割当てであり，ここではRTV．MSTを用いること

を定義している。また，⑧は同ファイルの特性を規定し

ている。⑪は検索時に指定した条件や検索情報を出力す

るファイルであり，ここではRTV．LSTを用いることを

定義している。なお，同ファイルは応答形式で与えた検

索条件が意図した形で与えられたか否か，事後的に確認

するためのものである。

表一3　入力促進メッセージに対する応答のもつ意味

メッセージ記号 応　答　値 具　　体　　的　　意　　味

（A） 7 検索ファイルのメッシュレベルを指定

（B） 2 地域検索方法として行政区による方法を指定

（C） 3 検索ファイルに含まれるデータの種類の数を指定

（D） （3（11，FZO）） レコード書式（データ領域）の指定

Y レコード書式の確認

（E） 08 県コードの指定

502 市区町村コードの指定

999 市区町村コードの指定終了

99 県コードの指定終了

（F）　④ 2 第2データ（土地利用データ）を選択

⑧ 2 条件演算子の指定（LE）

◎ 2 条件値（コード）の指定　X2≦2

⑪ 2 第2データで指定ずみの条件との接続演算子の指定（OR）

⑧ 4 条件演算子の指定（GE）

◎ 8 条件値（コード）の指定　（X2≦2〉。OR．（X2≧8）

⑪ 3 第2データに関する条件の指定終了

⑭ 1 新たに条件を設定するデータとの接続演算子の指定（AND）

④ 3 第3データ（標高データ）を選択

⑧ 4 条件演算子の指定（GE）

◎ 25 条件値の指定　25≦X3

◎ 1 第3データで指定ずみの条件との接続演算子の指定（AND〉

⑧ 2 条件演算子の指定（LE）

◎ 30 条件値の指定（25≦X3）．AND．（X3≦30）

◎ 3 第3データに関する条件の指定終了

⑤ 3 すべての種類のデータに関する条件の指定終了



40 農業環境技術研究所資料　第2号（1987〉

　以上の入出力ファイルの割当てを終えた後，⑪の

CALLコマンドを投入する。この実行用コマンドの投入

により，MESH．LOADというファイルに格納されてい

るT5046RTVが起動し，検索の手順が開始される。

　具体的な実行手順は表一2に示した入力促進メッセー

ジが順次出力されるので，これに応じて適切な応答を与

える。以降，前述の例にそって実行するが，ここで応答

として与えた数値等は表一3で入力促進メッセージに付

した記号と対応させて示してある。

　（A）はメッシュレベルの指定に関するメッセージであ

る。なお，メッセージの右側の数値がメッシュレベルと

対応する。本例で検索に用いるファイルは7次メッシュ

をべ一スとするので7と入力する。

　（B）は地域検索方法に関する指定のメッセージである。

ここでは行政区によって検索を行うので2と入力する。

　（C）は検索を行うファイルから読み込むデータの種類の

数に関する指定のメッセージである。本例のフィイルは

3種類のデータを含むので，ここでは3と入力する。

　（D）はファイルの入力レコードの書式指定に関するメッ

セージである。なお，本プログラムはシステムファイル

のみを検索対象とするので，書式として常に不変なメッ

シュコード領域等は省いて，ここではデータ領域のみの

書式を与えればよい。したがって前述の3種類のデータ

に対応して（3（Il，F7．0〉）と入力する。なお引き続き

メッシュコード等も含めたレコード書式とその確認のメ

ッセージが表示されるので，正しければYと入力し，打

ち誤りがあればNと入力すれば，再度，書式の指定を行

うことができる。

　（E）のメッセージは（B）に対する応答として行政区による

検索を指示したために出力されるメッセージである。本

例では茨城県（08）の明野町（502）を対象地域とするため，

まず県コードとして08と入力し，次に市区町村コードの

502を入力する。以上によって市区町村の指定は終了した

ので，その旨を示す999を入力する。この後，新たな県コ

ード指定のメッセージが表示されるので，県に関する指

定終了を意味する99を入力し，ここでの指定を終了する。

　（F）はデータに関する検索条件指定のメッセージであ

る。応答を与えるにつれて表一2一（F）の④から⑧までのメ

ッセージが順次表示されるので，これに対応して応答を

与えればよい。本例では土地利用データと標高データに

ついて，それぞれ条件を指定するので，これらを表一3に

まとめて示したムなお第2データの土地利用をX2，第3

データの標高をX3で表す。これらのデータに関して指

定した条件をまとめると次の通りである。

｛（X2≦2）．OR．（8≦X2）｝．AND．（25≦X3≦30）

　以上の指定を終了すると検索が開始される。検索結果

の出力リストRTV．MSTと指定条件の事後確認用ファ

イルRTV．LSTを表一6に示す。ここでの出力情報の表

示内容は，第1行より順次，メッシュレベル，検索の地

域指定方法，入力ファイルのデータの種類の数，レコー

ド書式，検索を行った県および市区町村のコード，デー

タに関して指定した検索条件（ここでのデータ番号は検

索に用いたデータの1番目，2番目のものという意味で，

土地利用が第1データ，標高が第2データということに

なる），入力レコード総数，指定条件を満たし出力された

レコードの総数である。

　3．実行例2（応用例）一桜川流域における土地利用

　　　変化と自然的環境条件との関連の解析一

　以上のように本システムの基本的な機能については一

通りの例示をすませたので，ここでは実際に本システム

を利用して行った具体的な解析例を示す。

　まず，国土数値情報の行政コードと桜川流域に関する

環境要因データおよび国土数値情報の土地利用データを

用いてシステムファイルを作成し，次にそのデータファ

イルとしての利用例にデータの集計や土地利用の図示を

行う。

　a〉桜川流域のシステムファイルの作成

　桜川流域に関する環境要因データは，桜川に沿った帯

状の流域を約200m四方に相当する6次メッシュ単位

で分割し，この流域に含まれる8553個のセルについて地

形分類，傾斜区分等の16種の特性をデータ化したもので

ある。この帯状の桜川流域はメッシュ単位で示すと

544001，544010，…一・，544041という9つの2次メッシ

ュにまたがっているので，まず行政コードの原データフ

ァイルから前節IV－2で述べたMESHINAを用いて，こ

の9つの2次メッシュに相当する地域のみを抽出して行

政コードのシステムファイルを作成した。なお行政コー

ドは7次メッシュデータであるので，環境要因データの

メッシュレベルと合せるためMESHSUMHを用いて

6次メッシュレベルに統合し，その後にMESHCSDFを

用いて再度システムファイルヘ変換した。また，国土数

値情報の土地利用の原データファイルについては，ME－

SmNB，MESHSUMH，MES：HCSDFを用いて同様の
処理を行い，システムファイルヘ変換した。環境要因デ

ータについてはIIl－2一（2〉で述べたSLCPFおよびME－

SHCSDFを用いてシステムファイルヘ変換した。ただ

し行政コードおよび土地利用データのシステムファイル

では，その対象地域は前述の9つの2次メッシュであり，
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桜川流域以外の地域に相当するセルも含まれている。そ

こで，データ登録の際に新マスターファイルヘのレコー

ド出力様式に関するオプションの中から目的に合ったも

のを指定して，そのつど新マスターファイルの対象地域

を桜川流域に制限することにした。具体的な手順として

は，まず行政コードのシステムファイルをマスターファ

イル，環境要因データのシステムファイルをトランザク

ションファイルとしてデータの登録を行う際に，オプシ

ョンの‘T’を指定して新マスターファイルを作成した。

次に，この新マスターファイルをマスターファイル，土

地利用データのシステムファイルをトランザクションフ

ァイルとしてデータ登録を行う際に，オプションの‘M7

表一7　桜川流域の土地利用

　　　第1欄に国土数値情報の土地利用データの，第II

　　　欄に環境要因データの土地利用データの地目別

　　　のメッシュセル数を示す。

メッシュセル数
地　目（コード）

1 II

水田 （1） 2362 2877

畑 （2） 1744 1249

果樹園 （3） 25 30

その他の樹木畑 （4） 88 148

森林 （5） 2980 2804

荒地 （6） 45 170

建物用地A （7） 75 88

建物用地B （8） 797 1042

幹線交通用地 （9） 11 6

その他の用地 （10） 217 48

湖沼 （11） 10 39

河川地A （12） 147 16

河川地B （13） 52 28

海浜 （14） 0 0
（髭灘霧） （15） 0 5

IIのみ竹林 （16） 0 3

合　　　計 8553 8553

を指定して目的とするシステムファイルを作成した。な

お，データ登録にはMESHADD1を用いた。

　こうして得られたシステムファイルには第1データに

行政コード，第2データから第17データまでは環境要因

データ，第18データに国土数値情報の土地利用データが

収納されており，これらはすべて6次メッシュレベルに

統一されている。

　b）解析
　国土数値情報の土地利用データは昭和50年当時のもの

であり，また桜川流域に関する環境要因データの土地利

用データは5万分の1の地形図（真岡：昭和53年修正版，

真壁：昭和57年修正版，土浦：昭和58年修正版）からデ

ータ化したものである。両データには近年の土地利用の

時期的な違い（変遷傾向）がある程度反映されているも

のと考えられる。

　まず，桜川流域における土地利用の地目別のセル数を

表一7に，土地利用のなかから水田と普通畑のセルを抜き

出して図一25に示す。これらの単純な比較によって全般的

な水田の増加傾向と畑の減少傾向を伺い知ることができ’

る。

　次に，この傾向が流域の地形や土壌の分布と関連をも

つものであるか否かを検討するため，流域を地形と土壌

のカテゴリーの組合せによる自然的立地区分に分割し，

これらの中で含有セル数の多い16のカテゴリー組合せに

ついて，その土地利用の地目別のセル数を集計した（表

一8）。なお，これらのカテゴリー組合せに属する総セル数

は6193であり，流域全体の約70％をカバーしている。表

一8より，扇状地性低地で黒ボク土のカテゴリー組合せに

おいては，水田の減少傾向と畑の増加傾向が認められ，

必ずしもカテゴリー組合せのすべてが流域全体の全般的

傾向と同一の傾向を持つものではないことが認められ

る。

　ところで同一のカテゴリー組合せに属するすべてのセ

ルが1カ所にまとまっているということはほとんどな

く，数個から数10個までのセルが1つのグループとして

まとまりをみせ，このようなグループが流域全体にわた

って散在している場合が多い。そこで，次に，このよう

なカテゴリー組合せの中から，前述の水田増加傾向等が

認められるものを選び，カテゴリー組合せの内部におい

て土地利用変化の共通性が認められるか否かを検討し

た。

　1例としてローム台地で黒ボク土のカテゴリー組合せ

の場合を示す。この組合せに属するセルのうち，まず孤

立しているセルは最初に取り除いてしまい，その後に斜
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桜川流域（白ぬきの枠の内部が相当する）における水田と畑に相当するメッシュセルをそれぞれ数値の1と2



46 農業環境技術研究所資料　第2号（1987）

表一8　カテゴリー組合せ別の土地利用

　　　桜川流域を地形および土壌のカテゴリーの組合せによって分割し，組合せごとに土地利用の地目別のメッシュ

　　　セル数を示す。

　　　なお2段に示したセル数の上段は国土数値情報の土地利用データからのものであり，下段は環境要因データの

　　　土地利用データからのものである。

山

土 地　利 用　別 メ　　ッ シ　ュ セ　　ル 数

地形分類 土壌分類
水田 畑 果樹園

その他の

樹木畑 森林 荒地
建物

用地A
建物

用地B
幹線交
通用地

合計

角州性低地 黒ボク土
40
51
101
74 0
0
1
5
6
4
0
2
1
0

21
34

01

0
170
170

〃 黒ボクグライ土
129
150

254

0
0
0
0
2
1
0
0
0
0
1
2
0
0

157
157

〃 灰色低地土
386
405

42
16 0
0

8
1
0
5
2
0
2
0
1

5
1
0

0
0

446
446

〃 グライ土
278
284

148

0
0
0
1
0
0
0
2
0
0
9
7
1
0

302
302

状地性低地 黒ボク土
196
165

165
177 1
1

6
1
7

62
62 3
5
4
8

100
104 2
0

539
539

〃 灰色低地土
436
470

76
36 0
0
1
7

21
14 0
0
0
1

30
36 0
0

564
564

斜　　面 黒ボク土
29
43
124
105 3
6

9
1
8

88
69 0
4
0
3

46
51 1
1

300
300

一ム台地段丘
氏位～下位） 黒ボク土

22
79
155
102 0
0
0
0

64
48 0
6

2
1
0

74
72 0
0

317
317

〃 多湿黒ボク土
112
268

190
40 0
0
0
0

32
21 0
2
0
0

31
34 0
0

365
365

一ム台地段丘
中位～上位） 黒ボク土

13
18
408
390

15
11
38
48
230
189 0
5
3
5

91
130 1
3

799
799

・起伏丘陵地 〃
21
30

56
48 0
2
2
0

84
76 0
2
1
0

21
27 0
0

185
185

⊥i麓　地 〃 9
1
1

23
26 0
1
1
0

186
178 0
7
0
0
9
5
0
0

228
228

〃 褐色森林土
6
1

28
15 2
1
0
0

782
795

10
17 0
0

15
14 0
0

843
843

1・起伏山地 〃

0
0
0
0
0
0
0
0
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め方向も含めて隣り同士の関係にあるセルを1つのグル

ープにまとめていくことにすると，最終的に8つのグル

ープにまとめることができた（図つ6および表一9）。

　これらのグループの中では畑の減少，水田の増加とい

う土地利用の変化において共通性が見い出せるが，その

変化の程度は一様ではないことがわかる。すなわち，Cと

Hのグループにその傾向が強く認められ，同一カテゴリ

ー組合せ内においても地域差が存在する。このことは地

形，土壌といった自然環境条件が同一であれば土地利用

の変遷に一定の方向をもたらしやすいが，変化の程度は

その他の条件（社会的条件など）に強く依存することを

示している。

　この例の中で目的とするデータについて環境条件のカ

テゴリー化，カテゴリー別のセル数の集計，一定の基準

によるセルの抽出と図示などを試みているが，システム

ファイルの構造はこれらの処理を迅速かつ容易に実行す

ることを可能にしている。

V　おわりに

システムの解説を終えるにあたって，ここでは本シス
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表一9　グループ別の土地利用
　　　図一26に示したAからHまでの8つのグループについて，それぞれ土地利用の地目別のメッシュセル数を示す。

　　　なお2段に示したセル数の上段は国土数値情報の土地利用データからのものであり，下段は環境要因データの

　　　土地利用データからのものである。

．土 地　利 用　別　メ ッ　シ　ュ セ　　ル 数

・一プ記号

水　田 畑 果樹園
その他の
樹木畑

森　林 荒　地
建物

用地A
建物

用地B

A 0
1
5
4
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1B 7

4

21
27 0
0
0
0
4
1
0
0
0
0

10
10

C 3
3
1

34
11 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
4D 0

3

11

8 0
0
0
0
6
6
0
0
0
0

11

13

E 9
1
7

54
42 0
0
0
0

29
23 0
0

2
1
0

37
39

F 1
2
4
1
0
0
0
0
3
2
0
3
0
0
0
0G 0

3
7
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0H 0

1
1

101

0
0
0
0

20
17 0

1
0
0
0
3
7合　計

20
72

146
100 0
0
0
0

63
49 0

1
3

2
1
0

71
74

テムの特徴について明らかにし，今後の課題も含めて若

干の検討を加えておきたい。

　本システムでは7種類のメッシュレベルのデータを対

象とする。すびてのメッシュデータは一旦，システムフ

ァイルと名づけたデータ構造のファイルに変換され，そ

の後に種々のデータ利用に供されることになる。本シス

テムはまた，システムファイルに対してデータの登録，

統合，検索等のデータベース的な機能を有しており，メ

ッシュレベルの異なる各種データを統一的に管理するこ

とができる。

　システムファイルは，そのレコードの一部にメッシュ

コードを含むため，データを位置情報と併用して用いる

ことが容易に行える。また，統合や登録の機能を用いて，

幾種類ものデータのメッシュレベルをそろえて，これら

を1つのレコードに収納することも可能であり，データ

の効率的利用をはかるうえで扱い易いデータ構造となっ

ている。しかし，システムファイルのデータ構造に関連

して留意すべきはデータ量に関する点である。たとえば，

7次メッシュデータをべ一スとするシステムファイルヘ

5次メッシュのデータを登録する場合には，3次メッシ

ュごとの16個のデータは100のレコードに展開されるこ

とになり，そのデータ量は6倍強に増加することになる。

したがって大面積の地域を対象とする場合には適切なメ

ッシュレベルのシステムファイルを作成することが処理

効率上，極めて重要になる。その際，高次メッシュレベ

ルのシステムファイルが作成されている場合は統合機能

を活用する手段が有力であるが，そうでない場合には原

データファイルを直接処理して同等の効果を得られるア

ルゴリズムを工夫した方が能率的なことがある。特に3

次メッシュやこれより低次のレベルでデータを利用する

場合には付録一2の（8〉～⑰で例示するような別のアルゴリ

ズムによる処理が有用であることを付記しておく。
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付録一1　国土数値情報磁気テープファイルの種類と内容（文献1）より引用〉

　これまでに作成された国土数値情報磁気テープファイルの種類と数は、中間成果的なも

のや内容が修正されたものまで含めれば膨大なものになるが、所定のデータ入手手続きに

基づいて国土地理院以外の機関が利用できる磁気テー一プファイルの種類と内容を示せば、

以下のとお1）である。

　なお、磁気テープファイルの内容は、相互に重複している場合がある。

磁気テープファイルの内容

区
分
｛乍成

年度
フ　　ア　　イ　　ル　　名

レコード単位 収　　録　　内　　容 巻数
コード名 名　　　称

海
　
　
　
岸
　
　
　
域

49

KF－3 海岸線延長 3次メッシュ毎
3次メッシュコード、管理区分別海岸線延長、
島番号、行政コード 1

KF－4 島　　面　　積 3次メッシュ毎
3次メッシュコード、島番号、都道府県コー
ド、島面積 1

KF－5 海岸線位置 点　　　　　毎
2次メッシュコード、直接区間をなす各点の
X、Y座標値、島番号、行政コード、海岸区分、
管理区分、始終点タグ

1

KF－6 高潮、災害 市　町　村　毎
行政コード、高潮災害回数、高潮各年災害回
数、津波災害回数、津波災害各年災害回数 1

KF－7 海　　　　　象 沿　　岸　　毎
都道府県コード、沿岸番号、計画潮位、偏差、

基準面の名称、TPとの差 1

KF－8 島　　台　　帳 島　　　　毎 島番号、都道府県コード、島名称 1

KF－11 海岸保全施設 2次メッシュ毎
2次メッシュ毎、管理区分、行政コード、保
全施設区分、民有地区分、始終点タグ、実測
系位置、正規系位置

1

海
　
岸
　
線

56

KS－14
1／10メッシュ陸

海域面積
3次メッシュ毎

3次メッシュコード、県コード、湖沼コード
陸海域区分、 1

KS－15 3次メッシュ陸
海域面積

3次メッシュ毎
3次メッシュコード、3次メッシュ面積、県湖
沼コード、占有面積 1

KS－16 海岸線位置 2次メッシュ毎
2次メッシュコード、界線種別、始終点タグ、
都道府県、湖沼コード、正規化座標　’ 1

行
　
　
政
　
　
界

50

KS－251 行政区面積 3次メッシュ毎
図葉番号、島番号、行政コード、末定境界、

面積、3次メッシュコード 1

KS－252
1／4細分方眼行

政
1／4メッシュ毎

1／4メッシュコード、行政コード
4

KS－261 行　政　台　帳 市　町　村　毎 行政コード、市町村名 1

KS－618 1／10細分方眼
行政． 3次メッシュ毎

3次メッシュコード、行政コード×100
5

DNSG－FL
－E 行政界位置 点　　　　　毎

図葉番号、ユニット領域（右上隅、左下隅）、
島番号、行政コード（左側、右側）、界線種
別、始終点タグ、2次メッシュ正規化位置、2
次メッシュコード

2

地
　
　
形

58

更
新

KS－110－1 標高データ 3次メッシュ毎
資料年紀、3次メッシュコード、標高（1，2，
3，…16，1／4メッシュ単位のデータ列記 2

KS－114－1 平均、最高、最
低起伏量

3次メッシュ毎
3次メッシュコード、標高（平均、最高、最
低〉、起伏量 1
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区
分

｛乍成

年度
フ　　ア　　イ　ル　　名

レコード単位 収　　　録　　　内　　　容 着
コード名 名　　　称

地
　
　
　
　
　
　
形

50

KS－115 山岳データ 山　　　　　毎
資料年紀、2次メッシュコード、山名、山コ

ード、3次メッシュコード、標高、行政コー
ド

KS－116 山　　　　　岳 山　　　　　毎
資料年紀、2次メッシュコード、山コード、

3次メッシュコード、標高、行政コード

54

更
新
KS－117－1 谷　　密　　度 2次メッシュ毎

項目コード、資料年紀、谷密度（1，2，3，…25ヅ

2倍地域メッシュ単位のデータ列記）2次メ
ッシュコード

54 KS－118 谷密度、行政 2次メッシュ毎 谷密度、行政コード

58

更
新

KS－124－1
傾斜度、高度デ
ータ

1／4メッシュ毎

1／4メッシュコード、行政コード、標高値、
最大傾斜（角度、方向）、最小傾斜（角度、方
向）

KS－125－1
傾斜度、高度地
域データ

同　　上

1／4メッシュコード、行政コード、行政名、

標高値、最大傾斜（角度、方向）、最小傾斜
（角度、方向）

KS－126－1 傾　斜　高　度 3次メッシュ毎
3次メッシュコード、行政コード、標高値、
最大傾斜（角度、方向）、最小傾斜（角度、方
向）

土
地
分
類

54

KS－156一一1
表層地質、地形
分類、土壌

3次メッシュ毎
3次メッシュコード、表層地質、地形分類、

土壌

KS－157

行政区域別表層
地質、地形分類、

土壌面積

市　町　村　毎

表層地質、地形分類、土壌ファイルに行政区
域別面積を付加

湖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼

50

KS－281 湖　沼　台　帳 湖　　沼　　毎
湖沼番号、都道府県コード、湖沼名、水面標
高、最大水深

KS－283 湖　沼　面　積 3次メッシュ毎
図葉番号、湖沼番号、行政コード、湖沼番号、

3次メッシュコード

DNL－FL－E 湖　沼　位　置 2次メッシュ毎
図葉番号、ユニット領域（左下隅、右下隅）、
湖沼番号、行政コード、海岸線・行政界線区分、

始終点タグ、2次メッシュ正規化位置

57

KS－18
1／10メッシュ湖

沼
3次メッシュ毎

3次メッシュコード、湖沼コード、陸湖沼域
区分

KS－19
3次メッシュ陸
湖沼域面積

3次メッシュ毎
3次メッシュコード、3次メッシュ面積、湖
沼コード、占有面積

58

KS－20 湖岸線位置 2次メッシュ毎
2次メッシュコード、界線区分、始終点タグ、
都道府県湖沼コード、正規化座標、資料年記

KS－16－1 海岸線位置 2次メッシュ毎
2次メッシュコード、界線区分、都道府県湖
沼コード、界線区分、始終点タグ、正規化座
標、資料年紀

KS－21 湖　沼　集　計 湖沼コード
湖沼コード、都道府県別の県コード、面積、

延長距離

島 50 KS－413 島　　面　　積 島　　　　　毎
資料年紀、島番号、行政コード、島面積、2
次メッシュコード、島数

指
　
定
　
地
　
域

50

KS－422 大都市圏指定 3次メッシュ毎

圏コード、図葉番号、3次メッシュコード、
行政コード、指定区域別指定の有無（既成市
街地、都市開発区域、近郊整備地帯、近郊緑
地帯、保全区域）

DNC－FL－
E

大都市圏位置 3次メッシュ毎

圏コード、図葉番号、指定地域コード（左側、

右側）、始終点タグ、3次メッシュ正規化座
標

巻数

1

1

1

1

5

7

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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募

指

定

地

域

土

地

利

用

乍成
羊度

フ　　ア　　イ　　ル　　名
レコード単位 収　　　録　　　内　　　容 巻数

コード名 名　　　称

50

KS－433
指定地域一般 3次メッシュ毎

項目コード（過疎地域、工業再配置誘導地域、
低開発地域開発地区、豪雪地帯、特殊土壌地
帯、台風常襲地帯）、資料年紀、行政コード、

3次メッシュコード

1

KS－441 山村振興指定 3次メッシュ毎 図葉番号、3次メッシュコード 1
DNS－FL－
E

山村振興位置 点　　　　　毎
図葉番号、始終点タグ、・3次メッシュ正規化
座標位置 1

KS－442 離島振興指定 3次メッシュ毎
資料年紀、島番号、行政コード、3次メッシ
ュコード 1

KS－443 農業振興指定 3次メッシュ毎 資料年紀、3次メッシュコード 1

DNN－FL－
E

農業振興位置 点　　　　　毎
図葉番号、始終点タグ、3次メッシュ正規化
位置 1

KS－444 地方生活圏 市　町　村　毎 資料年紀、地方生活圏コード、行政コード 1
KS－445 広域生活圏 市　町　村　毎 資料年紀、広域市町村圏コード、行政コード 1

55

KS－471
都市計画区域位
置

ア　ー　ク　毎
2次メッシュ、アーク番号、界線区分、左右
側の属性（行政区域コード、都市計画区域コ
ード）、位置

1

KS－472 自然公園位置 ア　ー　ク　毎
2次メッシュ、アーク番号、界線区分、左右
側の属性（行政区域コード、自然公園コード
　ド）、位置

1

KS－473
自然環境保全地
域位置

ア　ー　ク　毎
2次メッシュ、アーク番号、界線区分、左右
側の属性（行政区域コード、自然環境保全コー
ド）、位置

1

KS－479 指定地域名称 指定地域毎 市区町村名及び指定地域名称 1

57

KS－476－1
1／10細分区画指

定地域
3次メッシュ毎

1／10細分区画単位、指定地域5地域の指定
の有無 1

KS－477－1
3次メッシュ別
指定地域面積 3次メッシュ毎

3次メッシュコード、3次メッシュ面積、各
指定地域面積 1

KS－474－1 農業地域位置 点　　　　　毎
2次メッシュ区画単位、農業地域を囲むアー
クの始終点及び補間点正規化座標 1

KS－475－1 森林地域位置 点　　　　　毎
2次メッシュ区画単位、森林地域を囲むアー
クの始終点及び補間点正規化座標 1

KS－481 鳥獣保護区位置 ア　ー　ク　毎
2次メッシュコード、鳥獣保護区コード、始
終点タグ、正規化座標 1

KS－482
1／10細分区画鳥

獣保護区
3次メッシュ毎 3次メッシュコード、細区分 1

KS－483
3次メッシュ別
鳥獣保護区面積

3次メッシュ毎
3次メッシュコード、3次メッシュの面積、
鳥獣保護区、特別保護区 1

KS－484 鳥獣保護区台帳
鳥獣保護区コー
ド

鳥獣保護区コード、名称、都道府県コード
1

51

KS－200 土地利用面積 3次メッシュ毎

3次メッシュコード、市町村コード、3次メ
ッシュの面積、土地利用別面積（田、畑、果
樹園、その他の樹木畑、森林、荒地、建物用
地A、B、幹線交通用地、その他の用地、湖
沼河川地A、B、海浜、海水域）

2

KS－201
行政区別土地利
用面積 市区町村毎

市町村コード、土地利用別面積（項目は、K
S－200と同じ） 1

KS－202
1／10細分区画土

地利用データ 3次メッシュ毎
3次メッシュコード（1／10細分方眼の卓越す

る土地利用）×100 1
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区
分
作成
年度

フ　　ア　　イ　　ル　　名
レコード単位 収　　　録　　　内　　　容 巻数

コード名 名　　　称

砂
防
52 KS－553

砂防指定地1／10

細分区画
3次メッシュ毎

砂防指定地の有無
1

マ可

川
52 KS－270 河　川　台　帳 河　　川　　毎 水系域コード、河川コード、河川名称 1

流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

52

KS－271
河川単位流域台
帳 河川流域台帳

水系域コード、河川コード、単位流域コード、
直ぐ上流単位流域コード、上流端分流コード、

下流側分流単位流域コード
1

KS－272 流　路　位　置 点　　　　　毎
図葉番号、水系域コード、河川コード、単位
流域コード、河川区問種類番号、河床標高値、

始終点タグ、2次メッシュ正規化位置
1

KS－273
流域界、非集水
界線位置

点　　　　　毎

図葉番号、流域界、非集水界線区分、流域界
線〔左側（水系域コード、単位流域コード〉

右側（水系域コード、単位流域コード）、始
終点タグ〕、非集水界線（空欄、始終点タグ）、

2次メッシュ正規化位置

2

KS－601
3次メッシュ流
路延長

3次メッシュ毎

3次メッシュコード、水系域コード、河川コ
ード、単位流域（流路コード）、河口有無、

最上流端有無、流路延長、河川区間種類別流
路延長〔（1級（直轄、指定）、2級、その他）〕

河川区間種類別湖沼区間流路延長

1

57 KS－621 ダムフアイル 　　　、ダ　　ム　　毎

ダムコード、2次メッシュコード、正規化位
置座標、水系域コード、河川コード、所在地
名、型式、日的、ダムの規模、ダム名、総貯
水量、有効貯水量貯水池名

1

52

KS－602
3次メッシュ流
域・非集水域面
積

単位流域毎
3次メッシュコード、水系域コード、河川コ
ード、単位流域コード、行政コード、、流域
面積、非集水域面積

1

KS－603
3次メッシュ土
地利用別流域・

非集水域面積
単位流域毎

3次メッシュコード、水系域コード、河川コ
ード、単位流域コード、流域面積、非集水面
積、土地利用別（流域面積、非集水域面積〉

5

KS－604

KS－605

3次メッシュ対
標高最大傾斜・

流域・非集水域
面積

3次メッシュ

単位流域毎

3次メッシュコード、水系域コード、河川コ
ード、単位流域コード、流域面積、非集水域
面積、標高（標高、流域面積、非集水域面積）、

最大傾斜（最大傾斜、流域面積、非集水域面
積）

109

KS－606
水系域河床標高

延長距離
水　　系　　域

単位流域毎

水系域コード、河川コード、単位流域（流路）

コード、河口点最上流端点区分、上流側分
流断フラッグ、河口からの延長距離、河川の
最下流点からの延長距離、単位流路の最下流点

からの延距離、河床標高値、3次メッシュコ
ード、3次正規化位置

1

KS－607 水系域流域延長 単位流域毎

水系域コード、河川コード、単位流域（流路）

コード、河口有無、最上流端有無、上流側分
流断フラッグ、流路延長、河川区問種類別流
路延長〔1級（直轄、指定）、2級、その他〕、

河川区間種類別湖沼区間流路延長〔1級（直轄、

指定）、2級、その他〕、単位流路の下流点か
らの上流側全流域の流路延長、上流側全流域
河川区間種類別流路延長〔1級（直轄、指定）、

2級、その他〕、上流側全流域河川区間種類別
湖沼区間流路延長〔1級（直轄、指定）、2級
その他〕

1

KS－608

水系域行政区別
流域・非集水域
面積

単位流域毎

水系コード、河川コード、単位流域コード、
行政コード、河口有無、上流側分流断フラッ
グ、流域面積（非集水域面積）、単位流路下
流端からの上流側全流域面積

1
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募

流

域

等

道

路

鉄

道

f乍成 フ　　　ア イ　　ノレ　名
巻数年度 コード名 名　　　称

レコード単位 収　　　録　　　内　　　容

水系域土地利用 （水系別各種項目別分類別流域面積）

KS－609 流域・非集水域 単位流域毎 1
面積

水系域標高別流 水系域コード、河川コード、単位流域コード、

KS－610 域・非集水域面 単位流域毎 流域面積（非集水域面積）、各分類別流域面積 2
積 （非集水域面積、単位流路下流点からの上流側

水系域最大傾斜 全流域面積（非集水域面積）、各分類別単位流

KS－611
別流域・非集水
域面積

単位流域毎 路下流点から上流側全域面積（非集水域面積） 2

水系域起伏量別
KS‘615 流域・非集水域 単位流域毎 2

面積

水系域コード、河川コード、単位流域コード、

KS－616 水系域人口 単位流域毎 単位流域内人口（非集水域人口）、単位流路下 1
流点からの上流側全流域人口（非集水域人口）

KS－617
1／10細分方眼流

域・非集水域
3次メッシュコ
ード毎

3次メッシュコード
（水系域コード、単位流域コード、非集水域
区分）×100

7

水文観側所コード、管理区分、気象庁／建設
省コード、観測所名、市区町村コード、水系
域コード、河川コード、単位流域コード、3
次メッシュコード、水文観測所3次正規化位
置、水文観測位置の標高、観測器種、観測開
始（年、月）資料保存年数、図上の有無、既往

KS－274 水文観測所統合 観　測　所　毎 分データの有無、既往雨量データ〔年数・累年 1
降水量、年数・平均降水量、年数・最小降水量、

年・最多月降水量、年・月・最多日降水量、

最多3時間降水量、最多1時間降水量〕、既
52 住流量データ〔観測年（自、至〉、最大流量、

豊水流量、平水流量、低水流量、渇水流量、
最小流量、年平均流量〕

KS－275
水文観測所デー
タ各月降水量

建設省コード、観測年、各月合計降水量（1
～12月） 1

水文観測所 建設省コード、観測年、年降水量、降雨日数、
KS－276 データ年降水量 最多月降水量、最多3時間降水量、最多1時 1

最多降水量 間降水量

KS－277
水文観測所デー
タ各月流量平均

建設省コード、観測年、各月合計降水量（1
～12月） 1

水文観測所デー 建設省コード、観測年、最大流量、豊水量、
KS－278 タ年最大・年平 平水流量、低水流量、渇水流量、最小流量、 1

均流量 年平均流量

KS－225 2次メッシュコード、道・鉄区分、ゾーン番
　（道）
KS－240

2次メッシュ別
リンク位置

点　　　　　毎
号、リンク番号、ノード番号、終始点タグ、

2次メッシュ正規化座標……メッシュ内連番、

1

（鉄） リンク内接続順 1

KS－227 2次メッシュコード、道・鉄区分、ゾーン番
　（道）
KS－242

路線別リンク位
置

点　　　　　毎
号、リンク番号、ノード番号、終始点タグ、

2次メッシュ正規化座標……メッシュ内連番、

1

53

（鉄） リンク内接続順、路線コード、路線内順 1
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区
分
｛乍成

年度
フ　　ア　　イ　　ル　　名

レコード単位 収　　　録　　　内　　　容 巻数
コード名 名　　　称

道
　
　
　
　
　
　
　
　
路
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
　
　
　
　
　
　
　
道

53

KS－229

　（道）

KS－244
　（鉄）

2次メッシュ別
リンク 細分リンク毎

（道路）

①2次メッシュマード、②道・鉄区分、③ゾ
ーン番号、④リンク番号、⑤ノード1（ノード
ナンバー始終点、2次メッシュ正規化コード）、

⑥ノード2、平行立体区間、重用区間、路線
コード・車線数、幅員、制限速度・歩道有無、

分離帯、高架部、有料無料、自動車専用、管
理区分、指定区間、行政区、1と2トンネル、
橋、郭辺リンク、距離、路線内接続順、リン
ク内接続順等
（鉄道）

①～⑥同上、重用区間、路線、単線・複線、

地下・高架、行政区以下同じ

KS－230

　（道）
KS－245

　（鉄）

路線別リンク 細分リンク毎 同　　　　　　　　　　上

1
1KS－226

　（道）

KS－241

　（鉄）

2次メッシュ別
ノード

ノ　ー　ド　毎

2次メッシュコード、道・鉄区分、ゾーン番
号、リンク番号、　ノード情報（ノードナンバ
ー
、
始終点タグ、2次メッシュコード）、デー

タ区分、ノード属性、（図カク上、行き止り、

交点、行政界との交点、トンネル、橋、その
他行政区、県コード、路線コード、形態区分

1
1KS－228

　（道）
KS－243

　（鉄）

路線別ノード ノ　ー　ド　毎 同　　　　　　　　　　上

1
1KS－231

　（道）

KS－246

　（鉄）

2次メッシュ別
ノードペア

橋・トンネル毎

2次メッシュコード、道・鉄区分、ゾーン番
号、リンク番号、ノードペア区分、ノード1
（ノードナンバー始終点タグ、2次メッシュ
正規化コード）ノード2、データ区分、トン
ネル（名・巾、車線数、長さ、有効高歩道・
分離帯、有無料）橋（トンネルと同じ十河川
流路との交点の水系・単コード〉、行政区1、

2

1
1KS－232

　（道）
KS－247

　（鉄）

路線別ノードペ
ア

橋・トンネル毎

2次メッシュコード、道・鉄区分、ゾーン番
号、リンク番号、ノードペア、データ区分、
トンネル属性、橋属性、路線情報、路線コー
ド、行政区（1、2）接続順 1

1KS－231

　（道） 道路路線台帳 路　　線　　毎

都道府県コード、道路路線コード、路線名称、
通称名、延長、重用区間、フェリー接続点数、

歩道設置区間、中央分離帯設置区間、鉄道と
の交差点箇所数、橋延長、トンネル箇所数等

1

KS－235

　（道） 有料道路台帳 路　　線　　毎
都道府県コード、路線コード、道路種別、事
業体区分、路線名、延長、トンネル区間延長、
僑区間延長、平均車道幅員、平均制限速度

1

KS－236 フェリー港台帳 港　　　　　毎

2次メッシュコード、フェリー港、ゾーン番
号、ノード番号、フェリー港名1接続フェリ

ー港数、継続、接続フェリー港コード、接続
点ノード

1

KS－249

　（鉄） 鉄道路線台帳 路　　線　　毎

路線コード、路線名、総延長、重用区間延長、

地下部の延長、高架部の延長、単線区間の延
長、複線以上の区間延長、駅の数、分岐点の
数、鉄道と道路との交差点、橋、トンネル、

接続駅数

1
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区
分
イ乍成

年度
フ　　ア　　イ　　ル　　名

レコード単位、 収　　　録　　　内　　　容 巻数
コード名 名　　　称

道
路
・
鉄
道

53

KS－250

　（鉄）
駅　　台　　帳 駅　　　　　毎

路線コード、駅コード、駅名、2次メッシュ．
コード、ノード、路線数、相互乗入、接続駅

数、継続行1、接続駅1～4の路線コード、
駅コード、駅と道路との接続点

1

KS－233

　（道）
KS－238

　（鉄）

補　　間　　点 細分リンク毎

2次メッシュコード、道・鉄区分、路線情報、
リンク番号、ノードペアの2次メッシュ正規
化座標、ノードペア間距離、補間点数、（補
間点座標値×10ヶ）補問点距離 1

1
道
路
密
度

53 KS－220 道　路　密　度 3次メッシュ毎
メッシュコード、11m以上道路の本数　（密
度）1LO～5．5m道路、5．5～2．5m道路、1．5m未

満、合計
1

道
　
　
路
　
　
・
　
　
鉄
　
　
道

58

KS－710 高速道路位置 ア　ー　ク　毎

2次メッシュコード、アーク番号、路線コー
ド、アータ属性（行政区コード、路線内順路、
車線数、帳員、制限速度）、正規化座標、補間

点正規化座標

1

KS－711
高速道路ノード

フアイル
ノ　ー　ド　毎

ノード属性（正規化位置座標、ノード属性フ
ラグ）、接続するアーク 1

KS－712 高速道路台帳 路　　線　　毎 路線コード、有料道路コード、路線名 1

KS－720
鉄道位置ファイ
ノレ

ア　ー　ク　毎

2次メッシュコード、アーク属性（路線コー
ド、行政区コード、アータ属性フラグ）、ノー

ド（正規化座標、ノード番号、ノード属性フ
ラグ）

1

KS－721
鉄道ノードファ
イル

ノ　ー　ド　毎

2次メッシュコード、ノード番号、ノード属
性（正規化座標、ノード属性フラグ）、接属す

るアーク
1

KS－722
鉄道路線台帳フ
アイル

路　　線　　毎 路線コード、路線名称
1

KS－723
鉄道駅台帳ファ
イル

駅　　　　　毎
路線コード、駅コード、2次メッシュコード、
ノード番号、利用可能列車本数、駅名、路線
名

1

地
価
公
示

59 KS－564－2
地価公示ファイ
ノレ

標　準　地　毎

標準地番号、2次メッシュコード、標準地位
置座標、住居表示、地積、利用現況、地価、
水道、ガス、下水、駅からの距離、都市計画
法の制限、属性異動

1

公
共
施
設

59

KS－290－5 公共施設台帳 施　　設　　毎
行政区域コード、台帳番号、種別コード、種
別名称、住所、2次メッシュコード、位置座
標

1

KS－291－5 公共施設位置 施　　設　　毎 上記のほかに対照番号 1
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記載例

建設省国土地理院

　　地図管理部長殿

OO第OO号　4．
昭和OO年OO月○○日

○○懸02部琶．囹

5．

6．

　　　　　国土数値情報データ利用申請書

　　　　　　　　　　　　記

L　利用目的

　　○○県内全域について○○立地の可能性がある地区　　7．

　を調査するため

2．　利用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．

　　コンピューターによ1）地形、土地利用等のデータ

　（磁気テープ利用）を解析しOO立地が可能となり得

　る基準を設定、同基準を満たす地区を抽出する。　　　　9．

3．　担当責任者

　　OO県OO部

　　　　　○○課　　○○○○

利用データ項目（磁気テープファイル名及名称）

①　KS－200：土地利用面積ファイル

利用範囲（1次メッシュ区画単位）

　6040，6041

データ出力の形式

・フアイル形式：I　BM型

・コード名：EBCDIC
・トラック数：9トラック

・ラベルの有無：無

・記録密度：6，250BPI

データ貸与希望

　　　　　声　　　予

作業機関名

　責任者名

備　　考

疋 昭和OO年OO月○○日

㈱OOOコンサルタント

東京都OOOO　艶10000

0000、　○○○○

　　　　　　　　　　　付録一2

　プログラムリストと各プログラムの機能を以下に示

す。なお（8〉以降は3次メッシュレベルをべ一スとするア

プリケーションプログラムである。参考例として利用さ

れたい。

　（1）T5096010：国土数値情報の7次メッシュデータ

　　　をプレシステムファイルヘ変換する。…………58

　（2〉T5096HYO：国土数値情報の標高データをプレ

　　　システムファイルヘ変換する。……・…・………・58

　（3）T5096CNV：プレシステムファイルおよび国土

　　　数値情報の分割メッシュ（4次，5次）のデータ

　　　をシステムファイルヘ変換する。・…・………・…59

　（4〉T5096ADD：データの登録を行う。　一…一・61

　（5〉T5096SRT：統合の前処理を行う。　一…一・68

（6）

（7）

（8）

　　T5096SUM：統合を行う。　………一…一・…70

　　T5046RTV：データの検索を行う。　…………75

　　DSTRCT3：行政コードの原データを3次メッシ

　　ヘ統合する。…………・・……・一・……………・…7g

（9）HYOKOU3：標高の原データを3次メッシュヘ

　　統合する。・・………………・……・………・…・一…80

⑳　COMBINE1：3次メッシュの行政コードデータ

　　ファイルヘ3次メッシュの土地利用データを登録

　　するQ……・・…………・・…一…………・……一…81

⑪FILEOUT：マスターファイル（3次メッシュの

　　行政コード，土地利用データを収納している）か

　　ら図化用データファイルを作成する。…………82

q2〉IMAGEOUT：上記の図化用データファイルを

　　用いて，市区町村別の水田マップを出力する。83
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